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1946 年 ４月10 日、日本の女性 が初 めて 参政権
を行使した日を記念し、労働省婦人少年局が、
女性の地位向上キャンペーンのために設けたの
が｢ 婦人遁1間｣( ４月10 日から １週間) だ。2000(平
成12) 年、同 週 間 は、その 役 目 を終 え たとして
幕をひいたが、56 年 に及ぶ｢ 婦 人週 間｣ の　 歴 史
は、日本女性 の社会 参画状況そのものを投影し
てきたとい えるだろう。

参
政
権
獲
得
の
意
味
と
は

戦
後
女
性
の
時
代
写
し
た
婦
人
週
間

1
3日

、
女
性
と
仕
事
の
未

来
館
（

樋
口
恵
子
館
長
）
で

は
、４

月
1
0日
を
記

念
し

、講

演
会
を
開
催

。
女
性
の

戦
後

女
性
主
催

と

選
挙
の
歴
史
を
考
え
た

。

講
演
会
は
、
初
め
て

の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
で

当
選
し

た
3
9
人
の
女
性
た
ち
の
そ
の

来
館
ウ
ム

見 なか つ て 岡 山 で 開 か れ た 「全 国 婦 人 会 議 」 の 講 師 と し て 呼 ば れ た 樋 口 さ ん （左 ） の 写 真 を

が ら …。 中 央 は 左 か ら 樋 口 、 赤 松 、 原 田 さ ん

後

を
追
い

、
『
新
し
き
明
日

の

来
る
を
信
ず
』
に
圭
と
め

た

、
岩
尾
光
代
（

サ
ン

デ
ー

毎
日

編
集
部
）
さ
ん
の
講
演

と

、
「

婦
人
週
間
」
に

、
婦

人
行

政
の

現
場
で

関
わ
り
続

け
た

赤
松

良
子
（

元
文
相
）

さ
ん
と

原
田
冴
子
（

元
埼
玉

県

婦
人
少
年
局
長
）
さ
ん

を

ゲ
ス
ト
に

、
樋
口
さ
ん
の
司

会
に
よ

る
ト

ー
ク

。
初
め
て

の

投
票
の

様
子
を
写
し
た
二

ユ
ー
ス

映
画
や
、
初
代
婦
人

少

年
局
長
・
山
川

菊

栄
さ
ん

の
Ｖ
Ｔ
Ｒ

映
像
を
交
え

、
参

政
権
獲
得
の

意
義

、
地
位
向

上

を
得
て
い

く
プ
ロ
セ
ス

が

伝
わ

る
３

時
間
だ
っ
た

。

岩
尾
さ
ん
は
、
女
性
に
と

っ
て

参
政
権
は
、
社
会
参
加

へ
の

パ
ス

ポ
ー
ト

だ
っ
た

、

初
め
て
の

選
挙
が
、
手
作
り

選
挙
で

今
の

市
民

運
動
の

原

点
で

あ
っ
た

と
3
9人
の
群
像

を
追
い

な
が
ら
語

っ
た
。

3
9大
も
当
選
し
た
の

は

。

「
連
記
制
で

、
ひ
と

り
は
女

性
の

名
を
書
い
た

大
が
多
か

っ
た
た

め
だ
が
、
有
権
者
が

候
補
者
の

人
と
な
り

を
直
に

確
か

め
る
機
会
が
あ
っ
た
か

ら

で

は

な

い

か

」
と
。
当

時
、
放
送
は
ラ

ジ
オ
だ
け

。

新
聞

も
２

ペ
ー
ジ
。
候
補
者

は

演
説
会
、
ふ
さ
な
勉
強
会

を
盛
ん
に

行
な
っ
た
。
法
定

費
用
２
万

円
の
と
こ

ろ
、
着

物

を
売
っ
た
3
0
0
0

円
で

闘
い

当
選
し

た
野

村
ミ
ス

、

同
じ

選
挙
区
に
は

、
田
中
角

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
等
を
視
察
し

た

様
子
を
報
告
し

た
。

岡
野
さ
ん
は
、
外
国
特
派

員
か

ら
「
ソ

連
や

中
国
に

関

係
が
深
い

鈴
木
、
田
中
、
加

藤
、
米
国
に
厳
し
い

姿
勢
を

と

る
辻
元

な
ど

罪

米

”
の

政
治
家
が
、
な
ぜ
や
り
玉

に

あ
か

っ
て
い

る
の

か
」
と
聞

か

れ
た
。
「
重
要

法
案
を
通

す
時

六

リ
ア
Ｊ

は
で

き

る

だ
け
取

り
除
き
た
い
。
米

国
の

世
界
戦
略
の

中
で

の
シ

ナ
リ

オ
と

読
め
る
」
と
、
岡

前
町

長
の
辞
職

に
伴
う
福

岡
県
朝
倉
郡
杷
木
町
の
町
長

選
の

公

示

が
1
6日

に

行

わ

れ
、
「
町

政
に
町

民
総
参
加

・

参
画

」
を
掲
げ
て

立
候
補

栄

が
い
た
（

彼
は
何
十
万
円

も
使

っ
た

が
落
選
）
。
榊
原
千

代
は

、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で

、

戦
争
中

、
天

皇
を
神
と
し
て

礼

拝
さ
せ

ら
れ
た
。
「
男
が

家

庭
の
中
で

支
配

す
る
の
も

天

皇
制
と

同
じ
。
こ
れ
を
や

め

さ
せ
た
い

」
と
訴
え
た
。

「
当
選
よ
り

も
、
メ
ッ
セ
ー

ジ

を
伝
え
た
い

人
が
多
か
っ

た

。
一
人

前
の

人
間
と
し
て

意

見
を
言

う
こ

と
が
で

き
な

か

っ
た
か
ら
」
。
次
の

選
挙
で

国
政
に

残
っ
た

人
は
わ
ず
か

だ

が
、
骨
の

あ
る
活
動
を
し

た

。
夫

の

４

代

わ

り

候

枦

と
揶
揄
さ

れ
な

が
ら
、

イ
チ
か
ら
勉
強

。
４
半

世
紀

の
議
員
生
活
の
中
で

、
終
始

再
軍
備
に
反
対
し
つ

づ
け
た

紅
露
み
つ

。
藤
原

道
子

は
、

運
動
中
に

、
夫
が
現
地

妻
と

帰
国

。
当
選

後
離
婚

。
浜
松

の
老
人
ホ

ー
ム
に
訪
ね
た
と

き

「
仲

が
よ
か

っ
た
か
ら

本

当
に
辛
か
っ
た
」
と

ポ
ツ
リ

と
語

っ
た

。

第
２

部
で

は

、
婦
人
週
間

を
め
ぐ
る
写
真

、
ポ
ス

タ
ー

を
写
し

な
が
ら
の
ト

ー
ク

。

同
週
間
の
標
語
に
は

、
そ
の

時
代
背
景
を
見
る
こ
と

が
で

き
る
。

「
昭
和
3
1年
は

、
選

挙
の

年
で

も
あ
り

、
政
治
を
テ

ー

マ
に
し
た
も
の
を
原
案
で
出

し
て

い
た
の
に

、
官
房
で
だ

め
と
い
わ
れ
た

。
こ
れ
以
上

女
性
に
エ
ン

パ
ワ

ー
さ
れ
た

ら
か

な
わ
ん
と
い

う
…
。
こ

れ
は

今
も
同
じ

」
と

辻
元

・

田
中

問
題
に

絡
め
な
が
ら
、

赤
松

さ
ん
。

第
１

回
婦
人
週
間
か

ら
、

関

わ

っ
て

い

る

原

田

さ

ん

は

、
「

全
国

婦
人
会
議
は
、

女
性

が
参
加
し
て
行

わ
れ
た

こ
と
に

意
義
が
あ
る

。
女
性

が
行

政
に
モ
ノ

を
言

う
こ
と

の
大
切

さ
を
い
圭

さ
ら

な
か

ら
に

思
う
」
と

語
っ
た

。
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「
女
性

心
幸
福
、平
等
と
平
和
」

世
紀
越
え
た
夢
、
継
承
の
拠
点
に

め
の
活
動
を
常
に
夢
と
し
て

描
き
な
が
ら

、
果
た
せ

ぬ
ま

ま
に

な
っ
て

い
た

。

望
月
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

も

、
岡

田

さ

ん

た

ち

は

Ｊ
ｙ

と
し

か
思
わ
な
か
っ

た
。望

月
さ
ん
の
家
は
文
京
区

千
石

、
Ｊ
Ｒ

巣
鴨
駅
か
ら
５

分
く
ら
い
の
便
利
な
場
所
だ

が
、
戦
後
す
ぐ
に
つ
く

っ
た

小
さ
な
家
で

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
痛

ん
で
い

る
。
金
が
な
け
れ
ば

ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
誰
もに な る 望 月 さ ん の 生 前 の 家研 究 所

な
ど
を
検
討
す
る
と
発
表
。

・

成
田
新
滑
走
路
で

き
る

成
田
空
港
２

本
目
の
暫
定

滑
走
路
が
1
8日
オ
ー
プ
ン

、

地
元
の

反
対
で

本
来
の
2
5

0
0
U

の

滑

走

路

は

で

き

ず
、
近
国
向
け
に
使
用

。

・

秘
書
問
題
混
乱
つ

づ
く

秘
書
給
与
の
流
用

問
題

、

秘
書
の

。
口
き
京

問
題
は

あ
ち
こ
ち
に
飛

び
火

。
週
刊

誌
で

婬

夢

を
特

集
さ
れ

た
田
中
真
紀
子

衆
議
は
「
自

民
党
幹
部
に
も

さ
ま

ざ
ま
な

疑
惑
を
か
け
ら
れ
て

い
る
人

も
い
る

。
ま

ず
隗
よ
り

始
め

よ
」
と
反
撃

、
ま
た
波
紋

。

が
思

っ
た

。
と
こ
ろ

が
金
は

あ
る
と

望
月

さ
ん
が
言
い
た

し
た

。
望
月

さ
ん
た

ち
が
若

く
、
高
度
成
長
期
に

少
し

ず

つ
貯

金
し
た

金
が
当
時
の

高

い
利
子
で

増
え
た
り

、
当
時

買

っ
た

株
が
、
増
資
の

た
び

少
し

ず
つ

増
え
て
い

っ
た
り

し

た

も

の

だ
。

『
女

人

芸

術
』
の
聞
き
書

き
を
し
て

く

れ
た

岡
田
さ

ん
ら
に
こ
の

金

と

家

を
バ

ト
ン

タ

ッ
チ

し

「
夢
」

を
実
現
し
た
い

と
思

っ
た
ら
し
い

。

2
0
0
0

年
舂
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て

設
立
し
よ

う
と

準
備
に
入

っ
た

。
「
現
代
文

化
研

究
所
」
の

名
を
付

け
た

の
も

望
月
さ
ん
。
申
請
が
東

京
都
に
受
理

さ
れ
た
の

は
、

昨
年
６
月
６
日

。
そ
の
３
日

後
の
９
日

、
望
月
さ
ん
は
亡

く
な

っ
た

。
９

月
、
法
人
は

正
式
に

認
証

さ
れ
た

。

事

務
所
に

な
る
家
は

、
そ

の
ま
ま
で
は
大

勢
が
入

る
と

床
が
抜
け
そ

う
な
た
め

、
近

く
改

築
か
大

改
修
す
る

。
１

階
に
事

務
室

、
２
階
は

全
部

を
会

議
寔
に

す
る
が
２

、
3
0

唇
若
い

友
人
が
Ｄ
Ｖ
で

夫
の

家
か

ら
逃
げ
出
し
た

。
一
応

Ｄ
Ｖ
の

シ
ェ
ル

タ
ー
に
入

っ

た
が
、
Ｄ
Ｖ
に

認
定
で

き
な

い
と
い

わ
れ
た

。
夫
の

家
と

シ
ェ
ル

タ
ー
が
近
く
、
も
っ

と
遠
く
へ

逃
れ
る
べ
き
だ
と

い

う
。
中
３
の

息
子

が
担
任

の
先
生
が
大

好
き
で

転
校
し

た
く
な
い
と
い

う
し

、
た
と

え
遠
く
へ

逃
げ
て

も
、
夫
が

妻
子

を
見
つ

け
よ

う
と

思
え

ば
捜
せ

る
の

だ
、
と

話
し
た

が
、
結
局
Ｄ
Ｖ

と
認
め
ら
れ

な
い

と
い

わ
れ
た
▼

と
り

あ

え
ず
生
活
保
護
を
も
ら
っ
て

生
活
し
よ

う
と
考
え

た
が
、

子
ど
も
の
学
資
保
険
が
あ
る

か
ら
ダ
メ
と

断
ら
れ
た
。
来

年
息
子

は
高
校
生
、
学
資
保

険
を
解
約
し

た
く
な
い

。
結

局
、
保
険
の

掛
け
金
か
ら
金

を
借
り

生
活
を
始
め
た
▼

彼

女
は
幸
運
だ
っ
た
と

思
う
。

人
は
入

れ
る
ス

ペ
ー
ス
に

な

り
そ

う
だ
。
研

究
所
の

事
業

の

第
１

弾

は
、
６

月
８
日

（
土

）
1
4時
か
ら
「
望
月
百

合
子

忌
」
と
し
て

「
望
月
百

合
子

と
そ
の

時
代
－
2
0
世
紀

再
検
討
」
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を

開
く
が
、
『
女
人
芸
術
』
に

執
筆
し

た
作
家
で

唯
一
の

生

き
残
り

・
9
7歳
の
松
田
解
子

さ
ん

の

特

別

講

演

が

あ

る

（

於
・
プ
ラ

ザ
エ
フ

）
。

岡
田
さ
ん
は
、
「
大
き
す

ぎ
る
テ

ー
マ
で

す
が
、
し

ば

ら
く

竡

世
紀
再
検
討
”
を

こ
の
人

が
譖
る
「
不

登
校
」

割
安
で
母
子
家
庭
Ｏ
Ｋ

の
ア

パ
ー
ト

が
み
つ
か

っ
た

。
一

番
心
配

な
仕
事
も

、
3
5歳
ま

で
と

あ
っ
た

求
人
に
応
募
し

て
み
た
ら
（
彼
女
は
4
0歳
）
、

採
用

さ
れ
た

。
年
齢
制
限
が

あ
っ
て
も
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
と

思
っ
た
と
▼
「
だ
け
ど

よ

と

彼
女
は
言
う

。
手
も

と
の

求
人
で

一
番
条
件
が
よ

か

っ

た

が
、
時

給
９
０
０

円

。
月
に
し
て
1
2
、
３
万
円

だ
。
家
賃
を
払

う
と
残
り
は

僅
か

。
彼
女
の
場
合

、
生
活

保
護
な
ら
家
賃
補
助
な
ど
あ

り
2
0万
円
く
ら
い
も
ら
え
る

そ

う
で

、
改
め
て
女
の
低
賃

金
を
痛
感
す
る

。
夫
は
家
裁

で
の

離
婚
調
停
に
応
じ
る
そ

う
だ

が
、
ま
だ
籍
は
抜
け
て

い
な
い

。
頼
み
の
児
童
扶
養

手
当

が
い
つ
か
ら
貰
え
る
か

▼

友
人

は
、
万

一
を
思
い

、

警
察
に

事
情

を
話
し
た

。「
わ

か
り
ま
し
た

。
交
番
に
気
を

つ
け
る
よ

う
言

っ
て
お
き
ま

す
。
何
か
あ

っ
た
ら
す
ぐ
電

話
く

だ
さ
い
」
と
親
切
た
っ

た

。
「
公
共

機
関
で

一
番
対

応
が
よ
か

っ
た
の
は
警
察
だ

っ
た
」
と
友
人
は
少
し
複
雑

な
表
情
だ
っ
た

。

テ

ー
マ
に
講

演
や
講
座
を
開

い
て
い

き
た
い

。
『
青
鞜
』

の

時
代
に
生
き
た
女
性
た
ち

は
垣

根
を
壊
し
て
外
へ
出
よ

う
と

格

闘
し

ま

し

た

。
い

ま
、
垣

根
さ
え

見
え
な
い
時

代
、
闘
う
相
手

さ
え
見
定
め

る
こ
と

も
難
し
く
な
っ
て

い

る
の
で

は
な
い
か

。
女
性
の

先
達
た
ち
の
歴

史
や
思
考
を

学
び
、
考
え
る
こ
と
は
現
代

を
生
き
る

本
当
の
意
味
を
知

る
こ

と

に

な

る

と

思
い

ま

す
」
と

言
っ
て
い
る

。

絶
賛
発
売
中
！

お
求
め
は
、
全
国
の
書
店
も
し
ぐ
は
当
社
ま
で

全国不登校新聞社／編
発行　講談社
定価1500円(税別)

■羽仁未央　　 ■椎名誠
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昨
年
６

月
、
１
０
０

歳
で

亡
く
な

っ
た
評
論
家
・
望
月

百

合
子

さ
ん
の

遺
志
で

、
東

京

都
内
に

「
現
代
女
性
文
化

研
究
所

」
と
い

う
小
さ
な
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（

特
定
非
営
利
活
動
法

人
）

が
誕

生
し

た
。
望
月
さ

望月百合子さん
ん
の

生
前
の
自
宅
を
事
務
所

に
し
「

す
べ
て
の

女
性
の
幸

福
と
平

等
、
平
和
な
世
界
」

と
い

う
望
月
さ
ん
の
理
念
の

実

現
め

ざ
し

活
動
す
る
。

研

究
所
の
代

表
理
事
・
岡

田

孝
子

さ
ん
は
、
2
0年
以

上

に

わ
た

っ
て

望
月
さ
ん
か
ら

聞

き
書
き
を
続
け
て

い
た
。

昭
和

初
期
の
長
谷
川
時
雨
主

宰
の

雑
誌
『
女
人
芸
術
』
の

執

筆
者
の

生
き
残
り
の

取
材

居間の小さな仏壇の前で岡田孝子
さん。手に持つのは100 歳 の望月
さんが「現代女性文化研究所」と
書いた紙
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Ｉ

野

さ
ん

は

い

う

。

会
場

か

ら

の

意

見

や

質

問

は

、

外

務

省

の

政

官

癒

着

、

地

方
か

ら

中

央

政

治

を

変

え

た

い

、
1
8
歳

選

挙

制

な

ど

活

発

Ｏ

１

Ｑ
）
４
冖｛
｝
年

丶

婦

選

獲

得

の

年
に
2
0
歳

と

な

り

、
イ

ソ

イ

ソ

と

投

票

に

行

っ
た

と

い

う

女

性

は

、

「
東

京

空

襲

の

ひ

ど
い

経

験

が

、
ア

フ

ガ

ン

空

爆
と

重

な

る

。
戦

争

ノ

ー

を

女

性

が

い

い

続

け

る

し

か

な
い

」

と

発

言

。

司

会

の

紀

平

悌

子
（
日

本

婦

人
有

権

者
同

盟
会

長
）
さ

ん

は
、
婦
選

獲

得
に
尽

く

し

た

市
川

房
枝

さ
ん

が

生
前

、

「
も
し

日

本
が

戦
争

を

す
る

よ

う
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら

、

そ

れ
は
女

性
の

責
任
だ
」
と

述

べ
て
い

た
こ

と
を
紹
介

。

「
数
で

も
投
票
率
で

も
上
回

る

女

性

が

、
も

っ
と

勉

強

し

、
発
言
も
し

な
け
れ
ば
な

ら

な
い

。
最
近
、
参
政
権
を

持
つ
こ
と

の
原
点
が
忘
れ
ら

れ

て

る

と

い

う

思

い

も

す

る

」
と

話
し
て
い

た
。

九
州
で
初
の
女
性
町
長
誕
生

し
た

、
前
町
議
の
中
嶋
玲
子

さ

ん
四
日

無
所
属
日
が
無

投

票
で
当

選
し

た
。
九
州
は

、

熊

本
の

県

知

事

が
女

性

だ

が
、
市
町

村
レ

ベ
ル
で

女
性

首
長
は

初
め
て

。

沖

縄

市

長

選
（
2
1
日

投

票

）
で

も
、
桑
江
テ
ル

子
さ

ん
が
、
現
職
の

仲
宗
根
正
和

さ
ん
を
相
手
に
奮
闘
中
だ

。

だ

っ
た

が
、
研

究
所
の

構
想

を
聞
い
た
の
は

一
昨
年
。

望
月

さ
ん
は

、
大
正

期
、

草
分
け
の

時
代
の

新
聞
記
者

と
し
て
活
躍

、大
正
モ

ガ（
モ

ダ
ン

ガ
ー
ル
）
と
し
て

有
名

だ
っ
た
人

。
の
ち
フ
ラ
ン
ス

に
留
学

、
ア
ナ

ー
キ
ス
ト
の

評
論
家
と
し
て

活
躍
し

た
。

戦
中

、
中
国

東
北
地

方
（
旧

満
州
）
で
女
性
の

塾
を
開
い

た
こ
と
も
あ
り

、
女

性
の

だ

現代女性文化研究所
ニ
ュ
ー
ス
ぐ
り
つ
ぷ

・

み

ず
ほ

銀
行
混
乱

４
月
１
日

、
富
士

、
第
一

勧
銀
等

が
合
併

新
発
足
し
た

み

ず
ほ

銀
行
は

、
自
動

振
替

が
落
ち

な
か

っ
た
り

シ
ス
テ

ム
混
乱

続
出

。
３
週

間
た
っ

て

も
完

全
解
決
に
至
ら

ず
。

・

パ
ウ
エ
ル

調
停
失
敗

イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ

ナ
の
停
戦
調
停

を
行

っ
て
い

た
パ
ウ
エ
ル
米
国
国

務
長
官

は
1
7日

、
調

停

活

動

を

終

了

。
具

体

的

成

果

上

が
ら

ず
、
調

停
は

事
実
上
失

敗
。

・

温

暖
化

防
止
で

新
法

環
境
省
は
1
7日

、
地

球
温

暖
化
防
止
の
た

め
、
非
政
府

組
織
へ
の
減

税
措
置
の

創
設

参 加 者 か ら の 質 問 、 意 見 が 活 発

女 性 の 発 言 が 重 要

参政権行使56年周年婦 選 会 議

1
0日

、
東
京
都
渋
谷
区
の

婦
選
会
館
で

、
婦
人
参
政
権

行

使
5
6周

年
・
婦

選

会

議

呈

催
・
七
婦
人
団
体
議
会

活
動

連
絡
委
員
会
）
が
開
か

れ
た

。
「
女
性
の
政
治
参
加

と
平

和
に
つ
い
て
語
ろ
う
」

を
テ

ー
マ
に

、
岡
野
加
穂
留

完

明
治
大
学
学
長
）
、富
山

洋
子
（

日
本
消
費
者
連
盟
）
、

阿

部

知

子
（

参

議
・
社

民

党
）
さ
ん
が
語
り

、
意
見
交

換
も
活
発
だ

っ
た

。

岡
野
さ
ん
は
、
憲
法
を
軸

に
「
小
淵
内
閣
か
ら
２
年

、

過
去
に
で

き
な
か

っ
た
憲
法

違
反
の
問
題
が
集
中
し
て
い

る
」
。
改
憲
論
が
強
く
な

っ
て

い

る
こ

と
に

、
「
今
改
正

す

る

時
で

な
い

。
そ
の
憲
法
で

影

響
を
う
け
る
年
代
の
人
々

が

も

っ
と

発

言

す

べ
き
」
。

「
悪
法
を
拒
否
し

、
憲
法

を

次
世
代
に

渡
す
努
力

を
」
と

強
調
し

た
。

富
山
さ
ん
は

、「
ア
フ

ガ
ニ

ス

タ
ン
で

は
６
０
０

万
人

が

飢
え
て
い

る
の
に

、
食
糧

自

給
率
が
低
い

日
本
で
は

、
5

8
0
0

万
ト
ン

の
輸
入
食
料

の

う
ち
1
0
0
0

万
ト
ン

を

残
飯
と
し

て

捨
て

て
い

る
」

と

、
食
料
と
平
和
の

問
題

を

提
起
。
阿
部
さ
ん
も

、昨
年
1
0

月

、
パ
キ
ス

タ
ン

ー
ペ
シ

ャ
ワ

ー
ル

で

、
米
空

爆
に

苦
し

む

ア
フ

ガ
ン

の
被

災

民
に

示

麦
と

食
料
油
を
直
接
届
け
る

絵本のワクを超えた科学絵本

。r 忽 倡 に 螽昌 思な
）

s･な た がjうjま れ だ1 り
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赤 ち ゃ ん 誕 生 の 喜 び を

高 ら か に う た い あ げ た

絵 本 。 出 産 や 誕 生 日 の

お祝 いにも最適 の二冊。
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男
女

共
同
参
画

フ

ォ
ー
ラ
ム

・新
世
紀

の
風
、
ち
ば

か
ら

【千
葉
発
11
浦
野
美
智
子
】
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
、
内
閣
府
、
千
葉
県
主
催
の

「平
成
13
年
度
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

。
新
世
紀
の

風
、
ち
ば
か
ら
」
が
、
2
月
1
日

・
2
[口
の
2
日
間
、
千
葉
市

・
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
1
3
0
0
人
が
参
加
し
た
。

社
会
を
変
え
る
原
動
力
に

1
日
は
、
男
女
共
同
参
画

局
長
・
坂
東
眞
理
子
さ
ん

の
、
最
近
の
男
女
共
同
参
画

の
状
況
報
告
の
後
、
樋
口
恵

全
国

か
ら
1
3
0
0
人
参

加

子

(東
京
家
政
大
教
授
)
さ

ん
、
古
橋
四源
⊥ハ
郎

(財
・
ソ

ル
ト

・
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
財

団
理
事
長
)
さ
ん
、
堂
本
暁

21

世

紀

の

キ

ー

ワ

ー

ド

を
語
る

写
耳
謹

～

、
.

男女共同参画状況について報告する坂東さん(演 壇)

子

(千
葉
県
知
事
)
さ
ん
に

よ
る
鼎
談

「か
こ
・
い
ま

・

そ
し
て
輝
く
未
来
へ
～
男
女

共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し

て
㎏
と
分
科
会
。
2
日
は
、

分
科
会
報
告

・
討
議
、
江
原

由
美
子

(都
立
大
教
授
)
さ

ん
の

「豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
、
女
男

(わ
た
し
)
た
ち

の
手
で
!
」
の
講
演
と
、
盛

り
沢
山
の
内
容
だ
っ
た
。

女
性

と

21
世
紀

現
在
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
計
画
は
、
全
て
の
都

道
府
県
・
政
令
都
市
が
制
定

(市
町
村
レ
ベ
ル
は
19
・
4

%
)、条
例
は
20
都
道
府
県
、

3
政
令
都
市
、
22
市
町
村
が

制
定
し
て
い
る
。
坂
東
さ
ん

は

「地
方
分
権
の
時
代
、
自

治
体
は
女
性
や
市
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
国
よ
り
良

い
、
国
が
で
き
な
い
条
例
を

作
っ
て
欲
し
い
」。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
必
要

鼎
談
で
樋
口
さ
ん
は
、
1

9
8
5
年
は
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
を
批
准
し
、
片
や
専

業
主
婦
を
優
遇
す
る
第
3
号

被
保
険
者
制
度
を
導
入
す
る

と
い
っ
た
矛
盾
に
満
ち
た
年

だ
っ
た
と
言
い

「超
高
齢

・

少
子
社
会
の
21
世
紀
に
は
、

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
市
民
参

画
型
社
会
を
築
く
こ
と
が
大

切
。
2
0
5
0
年
は
65
歳
以

上
の
人
口
比
率
が
35
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
。
そ
の
時
代
に

女
性
が
精
神
的

・
経
済
的
に

も
自
立
し
て
い
る
か
ど
う
か

が
21
世
紀
の
社
会
を
左
右
す

る
大
問
題
だ
」。

能
力
本
意
の
社
会
に

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
制
定
に
関
わ
っ
た
古
橋
さ

ん
は
、

「21
世
紀
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
、
循
環
型
社
会
、
自
然
と

の
共
生
、市
民
参
画
、国
際
協

調
だ
。ま
た
、経
済
低
成
長
社

会
で
は
、企
業
も
能
力
本
位

で
雇
う
の
で
、女
性
に
と

っ

て
は
有
利
な
社
会
に
な
る
」
。

首
長
の
半
分
を
女
性
に

参
議
院
議
員
時
代
か
ら
女

性
問
題
、
環
境
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
堂
本

さ
ん
は
、
県
知
事
に
就
任
以

来
、
東
金
市
の
病
院
に
女
性

専
門
の
外
来
を
設
置
し
た

り
、
進
行
中
の
男
女
参
画
条

例
に
は
、

「女
性
の
健
康
と

権
利
」
を
入
れ
る
な
ど
、
女

性
政
策
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

「日
本
一
の
条
例
を
作

り
、
日
本
の
社
会
を
変
え
る

原
動
力
に
し
た
い
」「日
本
の

知
事
の
半
数
が
女
性
に
な
れ

ば
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
」
と
言
う
堂
本
さ
ん
。

事

照
・

購
離

蠣

践

影

興

餐

写、即
櫨

甘諭

臨

鑑

(

軒
(許
5

く

サ
ザ

ミ

ぬ
な

ぱ

ド

ダ

ザ

ぱ

ξ

警
蜜
蟻

ヤ

ゆ

ヒ
　

　
　

き

ぎ

う

＼

瞥
融

嚢

.
・

灘
懲

男
女
共
同
参
画
社
会
が
未
来
を
拓
く

江
原
由
美
子
さ
ん
の
講
演

か
ら

江
原
さ
ん
は
、
今
ま
で
の

日
本
社
会
は
シ
ェ
ン
タ
ー
を

前
提
に
し
て
制
度
が
で
き
て

い
た
。
男
女
共
同
参
画
は
、

単
に
、
従
来
の
制
度
の
中
に

女
性
を
参
画
さ
せ
て
、
平
等

に
頑
張
っ
て
も
ら
う
と
い
う

の
で
は
な
く
、
今
ま
で
の
社

会
全
体
を
問
い
直
す
こ
と
。

そ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
バ
イ

ア
ス
の
か
か
っ
た
も
の
を
見

直
し
て
い
く
作
業
で
あ
り
、

社
会
構
造

・
社
会
全
体
の
変

革
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
言

う
。例
え
ば
、

「女
ら
し
さ
」

が

「愛
情
」
に
結
び
付
け
ら

れ
、
家
庭
の
仕
事
を
担
う
こ

と
が
女
性
の
愛
情
を
示
す
も

の
と
思
い
込
ま
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
無
償
労
働
、
ア
ン

ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
が
女
性
た
ち

に
偏
っ
て
配
分
さ
れ
て
い
る

た
め
、
労
働
者
と
し
て
男
性

と
対
等
に
働
け
ず
経
済
的
自

立
、
社
会
参
画
が
困
難
だ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
男
女
格

差
が
広
が
る
。
女
性
だ
け
が

ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
を
担
う

こ
と
は
個
人
的
な
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
社
会
全
体
に
影

響
が
あ
る
。
現
在
の
、
行
き

詰
ま
り
状
態
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

1
を
固
定
的
に
と
ら
え
て
作

ら
れ
た
、
社
会
の
行
き
詰
ま

り
な
の
だ
。

21
世
紀
は
、
女
性
た
ち
の

能
力
を
企
業
、
社
会
で
生
か

す
と
と
も
に
、
男
性
も
ア
ン

ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
を
担
っ
て
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
暗
い
日
本
社
会
の
中

で
、
唯

一
、
明
る
く
新
し
い

未
来
を
開
く
た
め
の
突
破
口

で
あ
る
、
と
語
っ
た
。

置

難＼

讐

欝 號

饗愚 ㌦鑑

畦ぜ 璽

欝

囎
ひ概

命

12日 の自民党法務部会て

「例
外
的
夫
婦
別
氏
制
度
」

試
案
は
、
こ
れ
ま
て
の

「選
択

的
人
婦
別
始
」
と
は
野
な
り
、
同

氏
が
原
則
て
、
別
氏
を
例
外
胸
に

認
め
る
と
い
う
も
の
。
婚
姻
時
に

同
氏
を
選
ん
た
夫
婦
は
、
後
に
別

氏
に
転
換
す
る
こ
と
は
て
き
な

い
。
別
姓
夫
婦
の
子
と
も
の
氏

は
、
婚
姻
時
に
決
め
、
最
初
の
子

の
出
生
届
時
に
、
婚
姻
時
に
決
め

た
子
と
も
の
姓
を
変
え
る
こ
と
は

て
き
る
が
、
子
と
も
が
複
数
の
場

合
、
全
て
同
じ
姓
を
名
乗
る
。
子

の
氏
の
変
更
は
、
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
を
得
て
変
え
る
こ
と
が
て

き
る
。
成
年
後
は
、
事
由
に
関
係

無
く
、
家
裁
の
許
可
を
得
て
変
更

可
能
。
制
度
導
入
前
に
婚
姻
し
た

人
は
、
2
年
間
の
暫
定
期
間
に
、

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
外
凶
火
婦
別
好

葦

今
国
タ
提
幽
ガ

世論の動向カギ
'

選 択 的ミか ら赴例 外 的ミに
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降旗あつ子海外通偏

劃
日
本
で
は
新
学
期
が
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
4
月
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
2
カ
月
半
後
の
学

年
末
に
向
け
て
、
最
終
学
期

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

だ
。こ
ち
ら
の
小
学
校
は
5
年

間
な
の
で
、
11
歳
に
な
る
息

子
は
去
年
の
9
月

(
フ
ラ
ン

ス
の
新
学
期
)、中
学
生
に
な

っ
た
。
ま
た
私
自
身
は
、
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
か
ら
、

や
は
り
去
年
の
9
月
か
ら
、

地
元
の
高
校
で
日
本
語
を
教

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
学
生
の
親
と
し
て
、
高

校
の
教
師
と
し
て
、
未
知
の

世
界
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の

中
等
教
育
の
現
場
に
足
を
踏

み
入
れ
、
毎
日
が
発
見
の
連

続
。
そ
ん
な
事
で
、
私
が
感

じ
た
フ
ラ
ン
ス
の
中

・
高
教

中
学

・高

校

か
ら

育
に
つ
い
て
、
連
続
で
紹
介

し
た
い
。

中
学
は
4
年
間
だ
か
ら
、

小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
る
義

務
教
育
は
日
本
と
同
じ
9
年

間
。
高
校
は
3
年
間
。
入
学

試
験
は
な
く
、
子
ど
も
達
は

⑳

時
間
で
も
授
業
に
出
な
け
れ

ば
、
す
ぐ
親
に
通
知
が
行

く
。息
子
は
、
水
曜
日
以
外
は

4
時
半
ま
で
授
業
が
あ
り
、

帰
宅
後
お
や
つ
を
食
べ
て
か

ら
、
夕
食
ま
で
の
1
時
間
以

ん
で
す
が
…
す
ご
く
大
変
そ

う
」
と
驚
い
て
い
た
。

S
の
見
た
フ
ラ
ン
ス
の
高

校
生
は
、
日
本
の
高
校
生
よ

り
真
面
目
で
、
授
業
中
の
態

度
も
良
い
。
例
え
ば
、

「み

な
授
業
に
出
て
い
る
し
、
授

業
中
に
寝
て
な
い
し
…
」
と

言
う
。
日
頃
、
生
徒
の
態
度

の
悪
さ
や
学
習
意
欲
の
な
さ

驚
き
の
教
育
現
場

避
妊
具
販
売
機
や
喫
煙
も

基
本
的
に
は
自
宅
に

一
番
近

い
学
校
へ
通
う
。

「受
験
戦

争
」
と
い
う
現
象
は
な
い
も

の
の
、
中

・
高
生
の
毎
日

は
、日
本
と
同
じ
く
ら
い
「勉

強
1
勉
強
!
」
に
追
わ
れ
て

大
変
だ
。
宿
題
の
量
は
か
な

り
あ
り
、
テ
ス
ト
も
頻
繁
。

成
績
が
悪
け
れ
ば
ド
ン
ド
ン

留
年
す
る
。
休
ん
だ
り
、
1

上
を
宿
題
に
費
や
す
と
い
う

の
が
日
課
だ
。
家
庭
教
師
を

頼
む
家
庭
も
あ
る
。

先
月
、
勤
務
先
の
高
校

に
、
東
京
の
有
名
進
学
校
2

年
生
の
S
が
、
仏
語
研
修
の

た
め
数
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
や
っ
て
来
た
。
彼
は
、

「フ
ラ
ン
ス
は
も
っ
と
勉
強

し
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た

に
、
頭
を
痛
め
て
い
た
同
僚

教
師
は
、
S
の
言
葉
に
目
を

丸
く
し
た
。

大
学
に
進
学
す
る
た
め
に

は
、
高
3
の
終
り
に
実
施
さ

れ
る
バ
カ
ロ
レ
ア

(大
学
入

学
資
格
)
試
験
に
受
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
語
や

外
国
語
の
ほ
か
、
文
系
志
望

の
生
徒
に
は
比
重
の
大
き
い

哲
学
の
筆
記
試
験
が
あ
る
。

4
時
間
か
け
て
、

「宗
教
と

は
何
か
」
と
い
っ
た
質
問
に

答
え
る
の
だ
と
知
り
、
S
と

2
人

で

「う

わ
ー
!
」
と

そ
れ
は
決
し
て
い
い
こ
と
じ

ゃ
な
い
か
ら
。
日
本
の
高
校

は
9
」
と
、
私
の
ク
ラ
ス
の

生
徒
が
た
ず
ね
た
。
S
は
、

韓 ・
耗 興 駕
・'苫 碁
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驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

校
内
に
避
妊
具
の
販
売
機

が
あ
っ
た
り
、
校
庭
で
の
喫

煙
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
S
は
驚
い
て
い
た
。

「喫
煙
を
禁
止
し
た
ら
、

「…
…
警
察
が
く
る
よ
」
と

答
え
、
今
度
は
フ
ラ
ン
ス
の

生

徒

が

「う

わ

っ
ー
」

と
、
驚
き
の
声
を
上
け
た
。

(つ
づ
く
)
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〃解鰯解解解解解解弼鰯解解解鰯解解解解解鰯解解解解〃〃

今
、
自
民
党
法
務
部
会
で

は
、
法
務
省
提
案
の
夫
婦
別

姓
制
度

「例
外
的
夫
婦
別
氏

制
度
試
案
」
を
め
ぐ
り
、
話

し
合
わ
れ
て
い
る
。
か
、
目

下
、
硬
直
状
態
。
政
府
は
、

今
国
会
に
内
閣
法
と
し
て
出

し
た
い
意
向
だ
が
…
。

同
試
案
は
、
10
日
同
部
会

に
示
さ
れ
た
。
す
で
に
報
道

の
よ
う
に
、
賛
成
派

・
反
対

派
の
意
見
は
真
っ
向
か
ら
対

立
。「家
の
崩
壊
、
地
域
が
崩

壊
し
て
い
る
時
に
伝
統
慣
習

の
受
け
皿
と
し
て
の
場
所
が

現代家族問題研究所

、
ハ
=

"
"

5月9、10、11日 に 実 施

欲
し
い
」「国
の
基
本
に
関
わ

る
。
家
族
の
絆
、
地
域
の
伝

統
が
無
く
な
る
。
結
婚
自
体

も
事
実
婚
、
離
婚
の
病
魔
に

侵
さ
れ
る
し
、
子
ど
も
の
こ

と
を
考
え
て
い
な
い
。
政
府

が
出
す
も
の
で
は
な
い
」

云
々
が
反
対
派
の
言
い
分
。

賛
成
派
か
ら
は
、

「別
姓
利

用
を
す
る
人
が
圧
倒
的
に
少

な
い
の
だ
か
ら
、
例
外
的
。

同
氏
は
、
終
生
保
証
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
別
氏
に
し

て
欲
し
い
人
が
、
少
し
で
も

い
る
な
ら
、
違
う
人
の
立
場

を
認
め
る
こ
と
」。
「別
姓
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
家
庭
が
崩

壊
す
る
と
も
思
え
な
い
が
、

少
子
化
だ
し
、
結
婚
し
て
も

ら
わ
な
い
と
困
る
」
と
い
っ

た
意
見
ま
で
。
委
員
の
中
か

ら
、
党
議
拘
束
を
は
ず
し
て

は
ど
う
か
、
議
員
立
法
で
出

現
代
家
族
問
題
研
究
所

(
円
よ
り
子
代
表
)
は
5
月

9
、
10
日

の
19
時

か

ら
22

時
、
11
日
の
13
時
か
ら
19
時

ま
で

「母
子
家
庭
l
1
0

番
」
を
開
催
す
る
。
電
話
は

3

°
3
2
6
1

°
1
8
3

05
、
3
2
6
1

°
1
8
3

6
。昨
年
の
離
婚
件
数
は
28
万

9
0
0
0
件
と
史
上
最
高
、

そ
の
6
割
の
家
庭
に
未
成
年

中
東
問
題
で
緊
急
声
明

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

(守
谷
武
子
会
長
)
は
3

日
、

「イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ

ス
チ
ナ
へ
の
軍
事
攻
撃
を
や

め
、
国
際
交
渉
に
よ
る
中
東

問
題
の
解
決
」
を
求
め
る
緊

急
声
明
を
発
表
し
、
国
連
や

各
国
政
府
、
国
際
社
会
が
次

の
項
目
の
実
現
に
努
力
す
る

こ
と
を
要
請
し
た
。

①
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
。パ
レ

ス
チ
ナ
の
人
々
に
対
す
る
軍

事
攻
撃
を
や
め
、
自
治
区
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
。
②
パ
レ

せ
な
い
か
と
の
提
案
も
,

12
日
に
も
、
審
議
、
反
対

派
議
員
か
ら
の
議
員
案
か
出

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
急

遽
、
口
頭
の
み
の
説
明
て
散

会
。
部
会
を
開
い
て
も
力
向

性
は
見
出
せ
な
い
と
、
16

日
、
正
副
部
会
長
会
議
で
党

の
方
向
性
を
検
討
。
結
局
、

"世
論
の
動
向
を
見
て
慎
重

に
"
と
い
う
こ
と
に
。

正
副
部
会
長
会
議
の
メ
ン

バ
i

・
佐
々
木
知
子

(参

議
)さ
ん
は
、
部
会
の
後
「閣

法
で
出
す
な
ら
、
立
法
す
る

法
務
部
会
を
通
す
の
が
ス

ジ
。
だ
が
、
部
会
は
硬
直
状

態
。
議
員
立
法
と
い
っ
て
も

一
枚
岩
に
な
れ
な
い
。
や
は

り
、
世
論
の
盛
り
上
が
り
が

必
要
。
賛
成
派
の
市
民
運
動

が
静
か
な
の
は
す
で
に
、
事

実
婚
を
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
が
、
反
対
派
は
家
族
の
絆

が
か
か

っ
て
い
る
の
で
真

剣
」
と
言
い
、
別
姓
実
現
を

望
む
な
ら
、
運
動
を
盛
り
上

げ
な
い
と
と
示
唆
し
た
。

夫
婦
同
姓
制
度
の
中
で
、

約
98
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性

が
、
夫
の
姓
を
名
乗
る
不
均

衡
な
実
態
。
女
性
は
、
フ
ァ

ミ
リ
ー

・
ネ
ー
ム
を
捨
て
ざ

る
を
得
な
い
慣
習
か
あ
る
。

夫
婦
別
姓
は
、
女
性
の
個
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
確
立
、
ま
た
、
社
会
参

画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
昨

今
、
仕
事
の
上
で
別
姓
を
求

め
る
声
が
出
て
き
た
こ
と
か

ら
、
表
面
化
、
法
案
と
し
て

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「民
法
の
一
部
改
正
を
め

ぐ
る
議
論
に
関
す
る
報
告

会
」
が
4
月
23
日
因
15
時
、

参
議
院
議
員
会
館
第
1
会
議

室
で
開
か
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
経
過
報
告
な
ど
に
つ
い
て

の
院
内
集
会
。

の
子
ど
も
が
お
り
、
そ
の
8

割
が
母
親
に
ひ
き
と
ら
れ
て

い
る
。
母
子
家
庭
の
収
入
は

一
般

世
帯
の
4
割
で
、
不
況
下
、

失
業
も
増
え
、
状
況
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
の
に
、
命
綱
と

い
わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
を

削
減
す
る
法
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。
困
窮
し
て

い
る
母
子
家
庭
の
支
援
の
た

め
、
相
談
に
あ
た
る
。

ス
チ
ナ
人
の
国
家
樹
立
の
権

利
を
含
む
民
族
自
決
権
の
尊

重
と
、
第
3
次
中
東
戦
争
以

来
の
占
領
地
か
ら
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
撤
退
、
パ
レ
ス
チ

ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
相
互
尊

重
を
前
提
に
、
国
連
決
議
に

そ
っ
た
中
東
問
題
の
公
正
な

解
決
を
め
ざ
す
和
平
交
渉

を
、
米
国
だ
け
で
な
く
国
際

的
な
枠
組
み
で
行
う
こ
と
。
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一 人 ひと りの 個 性 が集 ま って素 敵 な 会 社 を作 るよ うに
、東 芝 クループ835社

(国 内535社 、海 外300社)は 、そ れぞれの 会社 の役 割を十分 に活か しな がら、

み なさまの お役 に立 ちた いと願 ってい ます 。くらしか らオ フィス、そ して産 業

社 会で、映像 と情 報と通信が 融合 したマル チメディアがつくる、生き生 きとした

社会 をめざす私たち 。その領 域は、情 報通信、家電 、産 業用システム、エネルギー

機器、メディカル、半導体、新素材、音楽 ・映像 、各種サービスなど幅広くさまざまです。

クループ18万 人 の一人ひとりの思いは、この 美しい地球 と調和 しながら、安 らぎ

の あるくらしを世界人々と分かちあうこと。そのために、私た ちグループ各社はカ

を 合 わ せ て 豊 か な 価 値 を 創 造 し、新 し い 時 代 を き りひ ら い て ゆ き ま す。

糊鰍東京 都港 区芝 浦1-1-1(東 芝 ビルディング)〒105-8001株式会社東 芝
(

贈

第1324号(第3種 郵便物認可)
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性女2002年4月20日(土 曜 日)(3)

メディア規制3法

O

銀
座
で
デ
モ
「悪
法
の
枢
軸
を
撃
て
!
」

「青
少
年
有
害
社
会
環
境

規
制
3
法
案
」
に
反
対
す
る

対
策
基
本
法
案
」
「個
人
情
報

デ
モ
行
進

『悪
法
の
枢
軸
を

保
護
法
案
」
「人
権
擁
護
法

撃
て
!
』
が
13
日
、
東
京

・

案
」、い
わ
ゆ
る

「
メ
デ
ィ
ア

銀
座
か
ら
、
国
会
、
首
相
官

鷲
」
評

Ψ

・

臨
轡

鐙餌
灘

聯
鷺

4
㍉

塊

撃
q

か

弧

撃

籍

辱

露妄馨
ll 黙

謬鱗

》 再 霧 羅薪

邸
を
経
て
日
比
谷
公
園
ま
で

行
わ
れ
た
。
主
催
は
、
個
人

情
報
保
護
法
案
拒
否
!
共
同

ア
ピ
ー
ル
の
会
で
、
吉
岡

忍
、
有
田
芳
生
さ
ん
ら
作
家

を
始
め
、
シ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
労
働
組
合
、

一
般
の

人
、
仲
縄
か
ら
も
労
働
組
合

・
学
生
が
駆
け
つ
け
計
4
0

0
人

(主
催
者
発
表
)
が
参

加
し
た
。

民
族
衣
装
に
鳴
り
物
入
り

の
仲
縄
組
み
を
先
頭
に
、
大

正
、
昭
和
に
人
生
を
か
け
て

言
論
の
自
由
の
た
め
に
闘
っ

た
人
の
写
真
を
掲
げ
た

「葬

籔

灘

難
唄

く

葦

冗
ー

〆

・
蓼

冠

ノ

^

/

ハ
卿

審̀

憲

甜

乱

・
㌦

憾

な
響

㌦
々
議

、

列
」
組
が
続
く
。
与
謝
野
昌

子
、
市
川
房
枝
ら
の
顔
も
あ

る
。
最
も
注
目
を
集
め
た
の

か
小
泉
純

一
郎
首
相
の
祖

父
、
又
次
郎
。
又
次
郎
は
、

普
通
選
挙
の
推
進
、
民
主
的

権
利
の
拡
張
の
た
め
に
先
頭

に
立
っ
て
闘
っ
た
人
。
そ
の

孫
純

一
郎
に
よ
っ
て
、
言
論

弾
圧
か
成
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
同
会
は
、

「純

一
郎
を
選

ぶ
か
又
次
郎
を
選
ぶ
か
、
私

た
ち
は
又
次
郎
の
精
神
を
選

ひ
、
行
動
し
よ
う
!
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

様
々
な
格
好
を
し
て
、
表

現
の
自
由
を
訴
え
る
妖
精
組

み
、
組
合
旗
を
は
た
め
か
せ

て
労
働
組
合
、
歌
っ
た
り
踊

っ
た
り
の
一
般
参
加
者
が
続

い
た
。
こ
の
に
ぎ
や
か
な
行

進
に
、
道
行
く
人
も
、
店
か

ら
も
飛
び
出
し
て
、
眺
め
て

い
る
。
注
目
度
は
十
分
だ
っ

た
。同
会
は
、
個
人
情
報
保
護

な
ど
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、

実
は
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会

の
、
普
通
の
人
々
の
自
由
な

通
信
に
対
し
て
大
き
な
法
の

網
を
か
け
て
規
制
し
よ
う
と

す
る
企
み
な
の
だ
。
国
民
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
自
由

に
網
を
掛
け
る
必
要
は
な

い
。
企
業
の
扱
う
顧
客
リ
ス

ト
な
ど
、
個
別
の
情
報
に
対

し
、
漏
れ
な
い
よ
う
管
理

・

守
秘
義
務
を
徹
底
し
、
個
人

を
保
護
す
る
ク
イ
を
打
ち
込

め
ば
い
い
、

「網
は
要
ら
な

い
、
ク
イ
を
打
ち
込
め
!
」

と
言
う
Q

種郵便物廃止へ

 

4種 、

 

3第

文化、言論表現の危機

反
対
運
動
に
ご
協
力
を

全
国
婦
人
新
聞
社

、 〆

;〆v
野 、
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礪

繭
量

純

一
郎
!
祖
父

が
泣

い
て

い
る
ゾ

カ

ン
パ

政
府
は
今
国
会
で
、

「テ

ロ
リ
ス
ム
に
対
す
る
資
金
供

与
の
防
止
に
関
す
る
国
際
条

約
」
を
批
准
し
、
国
内
関
連

3
法
案
を
成
立
さ
せ
る
と
い

っ
て
い
る
。
法
案
の
軸
と
な

る
の
は

「公
衆
等
脅
迫
目
的

の
犯
罪
行
為
の
た
め
の
資
金

の
提
供
等
処
罰
に
関
す
る
法

律
案
」
だ
。

条
約
は
、
17
日
に
衆
院
外

務
委
で
審
議
し
、
裁
侠
。
法

案
は
、
19
日
に
衆
院
法
務
委

で
提
案
説
明
、
短
時
間
審
議

の
の
ち
裁
決
と
、
超
ス
ピ
ー

ド
て
進
む
と
い
う
。

同
条
約
と
同
法
案
は
、
思

想
・
言
論
・
結
社
な
ど
の
表

ノ

゜

総
務
省
は
、
郵
便
法
か
ら

第
3
種
、
第
4
種
郵
便
物
に

関
す
る
条
文
を
削
除
し
、
来

年
度
か
ら
原
則
と
し
て
す
べ

て

一
般
郵
便
物
と
し
て
同
じ

料
金
で
扱
う
方
針
を
固
め
、

今
月
中
に
も
国
会
に
提
出
す

る
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
国
会

提
出
は
見
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
も
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
安
心
出
来
ま

せ
ん
し
、
こ
の
制
度
が
検
討

の
対
象
と
な
る
こ
と
自
体
、

大
問
題
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
民
の
菖
論
、
文

化
の
自
由
の
侵
害
に
つ
な
が

る
由
々
し
い
事
態
で
す
。
現

実
問
題
と
し
て
第
3
種
郵
便

で
新
聞
を
読
者
の
皆
様
に
届

け
て
い
る
本
紙
な
ど
、
存
続

政
府
は
16
日
夜
、
有
事

法
制
関
連
3
法
案
を
閣
議

決
定
。
17
日
国
会
提
出
し

た
。
法
案
は
首
相
の
権
限

を
強
化
、
地
方
自
治
体
や

通
信
、
運
輸
、
医
療
、
建

従事命令なんてとんでも:ないっ
。 ● 。`

設
な
ど
で
働
く
人

へ
の

"従
事
命
令
"
を
明
記
し

て
い
る
。

「政
府
は
急
ぎ

3
法
案
を
成
立
さ
せ
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
制
限

す
る
法
案
を
次
々
だ
し
、

次
々
通
す
つ
も
り
だ
」
と

労
組
員
。

「有
事
法
制
を

許
す
な
」
の
声
は
大
き

い
。

(写
真
は
、
閣
議
決

定
の
16
日
、
国
会
前
の
抗

議
行
動
)

を
し
て
も
処
罰
対
象

に
な
る

っ
て
本
当

?

現
の
自
由
、
財
産
権
侵
害
と

も
深
く
関
わ
る
が
、
目
立
っ

た
報
道
も
な
い
。

「寝
耳
に

水
」
の
状
況
に
、
市
民
た
ち

は
急
き
ょ
学
習
会
を
開
催

(
16
日
)、反
対
し
て
い
く
構

え
だ
。
条
約
は
、
テ
ロ
に
関
わ
る

団
体

・
個
人
に
対
す
る
資
金

メ

し
か
し
テ
ロ
の
定
義
を
巡

り
、
国
連
で
は
、
ア
ラ
ブ
諸

国
等
が
民
族
自
決
の
抵
抗
運

動
を
は
ず
す
、
イ
ス
ラ
エ
ル

正
規
軍
の

「国
家
テ
ロ
」
を

加
え
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、

激
し
い
議
論
の
最
中
。

テ
ロ
定
義
の
前
提
ぬ
き

に
、
条
約
が
発
効
す
る
と
、

て
処
罰
対
象
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
一
方
、

「脅
迫
目
的
資
金

提
供
等
処
罰
法
案
」
は
、
名

称
や
条
文
に

「テ
ロ
」
の
文

言
か
な
く
、対
象
犯
罪
を
「公

衆
等
脅
迫
目
的
」
と
し
、
範

囲
を
拡
大
。
条
約
を
超
え
る

内
容
。
「(犯
罪
の
)
実
行
を

テ
ロ
資
金

っ
て
何
だ

"
寝
耳

に
水

"
の
事
態

援
助
と
受
領
を
犯
罪
と
し
、

国
際
的
連
携
で
処
罰
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

反
独
裁
政
権
や
民
族
自
決
と

い
っ
た
抵
抗
運
動
へ
の
支
援

カ
ン
パ
か
、
テ
ロ
資
金
と
し

容
易
に
す
る
目
的
」
て
の
資

金
の
授
受
に
、
10
葺
以
下
の

懲
役
ま
た
は
1
0
0
0
万
円

以
下
の
罰
金
。
実
行
に
着
手

し
た
か
は
問
わ
ず
、
犯
罪
計

画
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

知
り
な
が
ら
、
提
供
し
た
場

合
も
処
罰
対
象
と
な
る
。

侮
渡
雄

一
弁
護
±
は
、「批

准
、
立
法
化
さ
れ
る
と
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
民
族
解
放
運
動

を
支
え
る
活
動
や
、
ア
フ
ガ

ン
や
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
難
民
支

援
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
へ
の

反
対
活
動
を
行
う
な
ど
の
市

民
団
体
が
、
テ
ロ
に
関
連
し

た
団
体
に
資
金
提
供
し
た
と

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
団
体
に

カ
ン
パ
し
た
ふ
つ
う
の
市
民

か
逮
捕
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
い
う
。

灘

雛墜醤
が
危
う
く
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
の
廃
止
を
黙
っ
て
い
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
反

対
の
声
を
上
け
て
い
き
ま
す

が
、
読
者
の
皆
様
も
こ
の
問

題
に
関
心
を
も
つ
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

第
3
種
と
い
っ
て
も
な
ん

の
こ
と
か
ピ
ン
と
こ
な
い
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
国

内
郵
便
物
の
う
ち
、
1
種
が

封
書
、
2
種
が
葉
書
、
3
種

へ

が
新
聞
雑
誌
、
樟
害
者
団
体

会
報
、
4
種
が
点
字
、
学
術

刊
行
物
、
農
産
種
苗
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
3
種
、
4
種

馨

議

ξ
懇

会

.
鷺

姻難翻窃雛

マ
レ
ー
シ
ア

の
民
主
化
を

支
援

マ
レ
ー
シ
ア
の
民
主
化
運

動
を
支
援
し
て
い
る

「
マ
レ

ー
シ
ア
の
人
権
問
題
を
憂
慮

す
る
会
」
は
、
同
国
で
拘
禁

さ
れ
て
い
る
6
名
の
民
主
化

運
動
家
た
ち
の
即
時
釈
放
、

公
正
な
裁
判
、
国
内
治
安
維

持
法
の
廃
止

・
改
正
を
求
め

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
中
。

同
国
は
、
経
済
発
展
と
政

治
の
安
定
を
達
成
し
て
き
た

が
87
年
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

を
き
っ
か
け
に
、
過
度
の
縁

篠
羅
蕪
灘
総
羅
搬新
薩
購
灘
羅
紹
灘

皆
様
、
初
め
ま
し
て
。

ヌ
エ
ッ
ク
の
新
し
い
案
内

人

(
△
)
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
さ

て
、
昨
年
か
ら
の
館
内
の

今 まで以上 に

きめ細かいサービス

改
修
工
事
で
、
}e
迷
惑
を

お
か
け
て
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
終
了
。

館
内
施
設
、
全
て
が
利
用

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。主
な
改
善
点
を
紹
介
し

ま
す
と

・。

①
全
て
の
宿
伯
室

(1

は
1
種
よ
り
安
く
設
定
さ

れ
、
本
紙
な
ど
、
毎
月
3
回

以
上
発
行
す
る
新
聞
は
1
部

(
50
グ
ラ
ム
ま
で
)
40
円
で

送
れ
ま
す
。
も
し
こ
の
制
度

が
な
い
と
す
る
と
、
40
円
の

送
料
か
定
形
外
郵
便
1
2
0

円
に
な
り
ま
す
。
本
紙
な
ど

年
間
購
読
料
を
6
9
3
0
円

を
3
0
0
0
円
あ
げ
、
1
万

円
に
し
な
け
れ
ば
や
っ
て
い

け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
種
、
4
種
郵
便
は
1
8

7
1
年

(明
治
4
年
)
の
郵

便
制
度
の
発
足
の
と
き
、
郵

便
制
度
の
創
始
者
前
島
密
が

社
会
、
文
化
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
と
し
て
新
聞
お
よ
び

新
聞
社
あ
て
の
原
稿
の
郵
送

を

　
　
　
ま
で
　
　
と
し
た

ガ

K

鼻
藻
廿力ひ

会

呼

談

の

懇

党

の

産

題

共

問

に

種

日

4

20

、

月

3

3

第

故
主
義
の
政
治
が
行
わ
れ
て

い
る
と
、
批
判
が
高
ま

っ

た
。
特
に
、
ア
ン
ワ
ル
元
副

首
相
は
、
首
相
批
判
を
愕
ら

な
か

っ
た
た
め
、
解
任
さ

れ
、
与
党
か
ら
除
名

・
逮

捕
。
こ
れ
を
機
に
、
ア
ン
ワ

ル
支
持
派
に
改
革
運
動
か
高

ま
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
民
主
化
運
動
に

対
す
る
弾
圧
を
強
め
、
国
家

治
安
維
持
法
で
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
を
逮
捕
。
30
日
間
の
特

別
尋
問

(拷
問
)
後
、
刑
期

延
長
可
能
な
2
年
の
禁
固
刑

に
。
改
革
運
動
側
は
、
公
正

な
裁
判
、
即
時
釈
放
を
求
め

し
ば
し
は
ハ
ン
ス
ト
を
行
っ

レ
」
設
置
。
今
年
度
は
C

棟
全
室
を
改
修
予
定
。(こ

れ
ま
で
の
洋
式
ト
イ
レ
も

全
て
温
水
洗
浄
ト
イ
レ
に

し
ま
し
た
)

③
正
門
の
警
備
員
室

は
、

「正
門
案
内
所
」
と

タ
エ
吻
り

.

●

欝
識
2
の
激
轡
と

の
に
は
じ
ま
り
、
戦
後
1
9

4
8
年
に
施
行
さ
れ
た
郵
便

法
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
小
泉
首
相
の

「民
営
化
路
線
」
て
、
郵
政

事
業
の
公
社
化
が
図
ら
れ
る

な
か
、
3
種
、
4
種
は
赤
字

で

(3
0
0
億
円
の
赤
字
と

い
っ
て
い
る
)、こ
の
制
度
を

残
す
と

「公
社
財
政
の
負
担

に
な
る
」
か
ら
と
廃
止
が
議

題
に
上
っ
た
の
で
す
。

本
紙
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
女
性
団
体
、
市
民
団
体
の

機
関
紙
、
誌
、
小
新
聞
、
出

版
社
等
か
3
種
の
恩
恵
に
俗

し
て
い
ま
す
。
社
会
の
進

歩
、
理
想
を
願
い
、
良
心
的

な
内
容
を
も
ち
な
が
ら
、
小

部
数
の
た
め
、
一
般
紙
の
よ

う
に
宅
配
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
郵
便
に
頼
る
し
か
な
い

こ
れ
ら
の
出
版
物
は
、
大
打

撃
を
う
け
、
廃
刊
の
や
む
な

き
に
い
た
る
と
こ
ろ
も
続
出

す
る
で
し
ょ
う
。ま
さ
に
文

化
、言
論
表
現
の
危
機
で
す
。

小
泉
首
相
の
持
論
の

「郵

政
民
営
化
」
の
も
た
ら
し
た

も
の
が
不
採
算
部
門
の
切
り

捨
て
だ
っ
た
こ
と
に
、
怒
り

を
覚
え
ま
す
。
3
種
、
4
種

の
制
度
が
永
久
に
あ
る
よ
う

に
求
め
ま
す
。

て
い
る
。
逮
捕
1
周
年
の
4

月
10
日
に
は
彼
ら
を
支
援
す

る
家
族

・
人
権
N
G
O

・
労

組
な
ど
が
世
界
規
模
で

一
斉

行
動
を
行
っ
た
。

1嘩 麟
砺 、 最
,評 椰
レ{奪 ・託

が ゆ ぬ
%萄 彦

短

信

11
日

本

最

初

の

シ

ェ
ン
タ
ー
、
女
性
学
専

門
書

店
松
香
堂
か

「
ウ

ィ
×
ン
ズ

ス

ト

ア

ゆ

う
」
と

し

て

出

発
。

フ
ソ
ク

シ

ョ
ノ
ブ

は
ド

ー
ン
セ

ン
タ
ー
内

憾
06

・
6

9
1
0

・
8
6
2
7

。
オ
フ

ィ
ス
は
人
阪
市
都
島
区
片

町

な
06

・
6
3
5

5

・
7

1
5

5
。
な
お
松
香
堂
は

、
出
版

部
門
と
し
て
残
る

慰
0

7
5

Q

●
2

5

3

・
1

8

6

0

「正門案内所」になった警備員室

●

6
5
室
)
と
談
話
室

(9

室
)
に
、
個
別
に
エ
ア
コ

ン
を
取
り
付
け
、
24
時
間

き
め
細
か
く
室
温
調
節
か

可
能
に
。

②
B
棟
の
全
宿
泊
室

に
、

「温
水
洗
浄
ト
イ

し
、
来
館
の
皆
様
に
今
ま

で
以
L
に
き
め
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
。

こ
の
他
に
も
、
宿
泊
室

を
便
利
で
く
つ
ろ
げ
る
窄

問
に
し
た
い
と
、
会
館
案

内
・
周
辺
マ
ソ
プ

・
ヌ
エ

ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
セ

ソ
ト
し
た
御
案
内
フ
ォ
ル

ダ
ー
を
配
置
、
壁
に
も
絵

画
の
額
を
か
け
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
で
生
ま
れ
変
わ
っ

た
ヌ
エ
ノ
ク
で
、
皆
様
に

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。(△
)

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ノ ク)

〒355-0292埼 玉 県 比 企 郡

嵐 山 町 人 字 菅 谷728番 地

憾0493●62●6711(代)

URLhttp〃wwwnwecgolP/

E-mdllwebma、tcr@nweし90jp

◆
脱
原
発
全
国
集
会

エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
に
異

議
あ
り
ー
市
民
集
会
-
地
方

へ
の
原
発
押
し
つ
け
、
も
う

た
く
さ
ん

9
時
～
17
時

社
会
文
化

会
館

(
地

・
永
田
町
駅
出
口

3
)

国
会
報
告

大
島
令

子

(衆
議
)
、
福
島
瑞
穂

(
参

議
)
、特
別
報
告

「
自
然
エ
ネ

ル
キ
ー
促
進
法
と
新
エ
ネ
ル

キ
ー
発
電
広
案
、
そ
し
て
電

力
自
由
化
」
飯
田
哲
也

(
自

然

エ
ネ
ル
キ
ー
法
推
進
山
民

ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
)
、
全
体
計
議

ほ
か

2
0
0
0
円

‡
催

・
同
実
行
委

連
絡

"
03

・
3
5
0
8

●
8
5

0
6

(
福
島
瑞
穂
事
務
所
)

4

月

26

日

金

◆
国
家
に
よ
る
人
権
侵
害

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
サ

話

川
田
悦

子

(
参
議
)

1
5
0
0
円

主
催

ア
シ
ア
女
性
資
料

セ
ン
タ
…
低
03

・
3
7
8
0

●
rQ
∩乙
4
ρ0

4
月

27
日
幽

◆
大
人

・
子
供
の
い
し
め

問
題
を
素
人
の
目
か
ら
語
る

集
い10

時

京
王
線
高
尾
山

口

駅
改
札
口
集
合
▽
13
時

浅

川
市
民
セ

ン
タ
ー

い
し
め

で
息
子
を
亡
く
し
た
父
親
の

話
を
聞
く

連
絡

川
井
僧

0
9
0

・
9
1
3
3

●
0
5

ρO
rO◆

ソ
ウ
ル
T

o

S
O
u

L
ト
ー
ク
&

コ
ン
サ
ー
ト

ー3
時

韓
国
Y
M
C
A

・

ス

ベ
ー
ス
Y

(
J
R

・
水
道

橋
駅
7
分
)

パ
ネ
ル
展

小

「
日
本
軍
惟
暴
力
被
害
者
の

今
」
▽
16
時

ト
ー
ク

・
宋

神
道
、
辛
淑
七
、
福
島
瑞
穂

コ
ン
サ
ー
ト

・
東
京
ビ
ビ

ン
バ
ク
ラ

フ

当
日
3
3
0

0
円
、
前
売
2
8
0
0
円
、

学
生

・
シ
ニ
ァ
2
5
0
0
円

主
催

卜
関
判
決
を
生
か

す
会
-
日
本
人
悟
暴
力
被
害

者
裁
判
支
援
連
絡
会

◆
社
会
を
動
か
す
未
来
型

女
性
運
動
展
開
の
ス
キ
ル

ー3
時

南

部

労

政

会
館

(
J
R

・
人
崎
駅
4
分
)

「
地
域
て

つ
な
か
り
を
創
る

ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
～
エ
コ
マ
ネ

ー
を
媒
体
に
し
て
」
黒
田
慶

子

(
明
星
人
)、
「企
業
の
枠

を
こ
え
た
働
く
人
の
ネ
ノ
ト

ワ
ー
ク
～
リ
ス
ト
ラ

・
労
働

条
件
切
り
下
げ
に
対
応
す
る

に
は
」
前
澤
檀

(東
京
地
評

組
織
局
)、
フ
リ
ー
ト
ー
ク

ー
0
0
0
円

主
催
…
女
性

労
働
問
題
研
究
会

申
込
み

…
蹴
0
4
2
6

・
35

・
9
9

1
2◆
D
V
防
止
法
の
施
行
と

シ

エ
ル
タ
ー

13
時
30
分

ソ
レ
イ
ユ
さ

が
み

(相
模
原
市
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
)

高

岡
香

(弁
護
士
)
、長
谷
川
行

代

(
同

館

長
)
、阿

部

裕

子

(
"
み
ず
ら
"
事
務
局
長
)

無
料

申
込
み
…
同
所
"
0

4
2

・
7
7
5

。
1
7
7
5

◆

「
お

ん

な
」
と

「英

語
」
と

「
仕
事
」

1
女
は
英

語
で
よ
み
が
え
る

13
時
30
分

東
京
ウ

ィ
×

ン
ズ
プ
ラ
ザ

ゲ
ス
ト
ス
ビ

ー
カ
ー
…
吉
原
令
r

(
大
学

講
師
)
、石
原
み
き
r
(
「
英
会

話
寺
小
屋
」
運
鴬
)
、吉
楽
美

奈
子

(英
語
雑
誌
編
集
)

1
0
0
0
円

問
合
せ
…
フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト
セ
ラ
ビ
ー
研
究

会
憾
&
隙
03

・
3
4
2
4

・

3
6
0
3

(
い
な
む
ら
)

◆
水
俣
病
記
念
講
演
会

14
時
30
分

有
楽
町
マ
リ

オ
ン
朝
日
ホ
ー
ル

川
本
ミ

ヤ
子

(
水
俣
病
患
者
)、
石
牟

礼
道
子

(
作
家
)
、
森
岡
正

博

(
哲
学
者
)
、
C

・
W

・

ニ
コ
ル

(
作
家
)

前

売
2

5
0
0
円
、
学
生
1
5
0
0

円
、
中
高
生
1
0
0
0
円

主
催
…
水
俣
フ
ォ
ー
ラ
ム
憾

3

・
5
4
8
5

°
6
玉
0
7

0

4
月

28

日

日

◆
わ
だ

つ
み
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
だ
つ
み

の
こ
え
」

13
時
30
分

神
楽
坂

エ
ミ

ー
ル
4
F

(
地

・
神
楽
坂
駅

2
分
)

「
朝
鮮
人
学
徒
兵

の
戦
中
体
験
と
戦
後
」
鄭
瑛

永

1
0
0
0
円
、
70
歳
以

上
7
0
0
円

問
合
せ
…
日

本
戦
没
学
生
記
念
会

(
わ
だ

つ
み
会
)
唇
&
隙
03

・
3
2

ρO
Q
)
・
∩6
0
7
1

4
矧
◆
臨
応
心
理
学
修
士
課
程

/
専
攻

「家
族
と
子
供
」
開

講
記
念
講
演
会

13
時

星
陵
会
館

「精

神
医
学
と
臨
床
心
理
～
D
V

加
害
者
へ
の
対
処
法
を
中
心

に
」
斎
藤
学

(精
神
科
医
)、

「
こ
れ
か
ら
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

1
の
育
成
」
西
尾
和
美

(
サ

イ
コ
セ
ラ
ヒ
ス
ト
)
、斎
藤
学

1
0
0
0
円

(事
務
局
、

甲
し
込
み
順
)

益
催
…
ア

ラ
イ
ア
ン
ト
国
際
大
学

閲

合
せ
…
米
国
ア
ラ
イ
ア
ン
ト

圓
際
大
学
/
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ

ア
臨
床
心
理
学
大
学
日
本
語

フ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
事
務
局
"

3

・
3
5
8
3

°
4
0
4
4

0
◆
メ
ク

・
ビ
ッ
ク
リ
ン
ク

の

「女
性
の
た
め
の
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
講
座
」

13
時

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ

フ
ラ
ザ

女
性
の
か
ら
だ
と

性
の
悩
み
、
更
年
期
に
つ
い

て
疑
問
に
答
え
る

2
0
0

0
円

セ
催
…
メ
グ
さ
ん
の

性
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
フ

・

東
京

連
絡
…
石
原

慰
0
4

5

・
5
7
3

・
9
5
9
3

,
矧
γ
a
型

◆
レ
イ
ン
ボ
ー

ハ
ワ
ー
ス

ヒ
ー
カ
ー
ズ
の
メ
ー
デ
ー
2

0
0
2
「多
層
的
な
ジ

エ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
社

会
を
考

え

る
」15

時

新
宿
公
園
集
△
口

集
会
後

ヘ
レ
ー
ド

◆
人
権

・
憲
法
講
演
会

18
時

ナ

ッ
ク
ビ
ル
7
F

(
小
田
原
市
お
濠
端
通
り
)

「
21
世
紀
に
憲
法
を
ど
う

活
か
す
か
1
男
女
共
同
参
画

社
会
、
高
齢
化
時
代
を
考
え

る
」
樋
口
恵
r

(東
京
家
政

大
教
授
)

無
料

舷
催
…

第

一
マ
ネ
いン
メ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
費
0
4
6
5

・
22

・
0
2

2
1
馴
-馴
P
□]斜
二

◆
生
き
る
こ
と
が
リ
ブ
だ

っ
た
時
代

18
時
30
分

さ

っ
ほ
ろ
自

由
学
校

「遊
」

熊
谷
み
ど

り
(
「み
ど
り
内
科
ク
リ
ニ
ソ

ク

一
院
長
)
ほ
か

1
5
0

0
円

問
合
せ
…
同
所
費
0

1
1

・
2
5
2

・
6
7
5
2

臥
且
12
日
墨

◆
2
0
0
2
年
国
際
シ
ン

ホ
ジ
ウ
ム

「
女
性
国
際
戦
犯

法
廷
」
判
決
を
実
現
さ
せ
よ

う
ー
・

13
時

明

治

学
院

大

学

1"

 

お
し
ら
せ

、"、

oo

 

デ
モ
行
進
▽
19
時

ウ
ィ
ズ

新
宿

(地

・
曙
駅
3
分
)

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
マ
ン
ガ

を
使

っ
て
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
気

づ
く
」

5
0
0
円

連
絡

…
オ
オ
タ

面
&

職
03

・
5
3

1
0

・
1
6
7
Q
)

◆
ク

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ

ン
に
対
抗
す
る
最
前
線
の
市

民
運
動
ー
第
2
回
世
界
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
報
告

18
時
30
分

か
で
る
2

・

7

(
札
幌
市
中
央
区
)

田

中
徹
二

(
A
T
T
A
C
j

a

p
a
n
事
務
局
長
)

1
0

0
0
円

主
催
…
さ

っ
ぽ
ろ

自
由
学
校

「遊
」
冠
O
l
l

.
2
5
2

●
6
7
5
2

5
月
3
日
團
捌

◆
生
か
そ
う
憲
法
、
高
く

か
か
げ
よ
う
第
9
条

許
す

な
有
事
法
制
2
0
0
2
年
5

・
3
憲
法
集
会

13
時

日
比
谷
公
会
堂

舖
黙
雛鰹
鞭
騨

和
夫

(共
産
党
委
員
長
)、ヒ

井
た
か
r

(社
民
党
党
繭
)

(
棄
京

・
港
区
白
金
台
)

ビ

デ
オ

「
ハ
ー
グ

最
終
判

決
」
上
映
、
ア
シ
ア
各
国
代

表

報
告

、
肇

.[…

ハ
ト

リ

シ

ア

・
ピ

サ

ー

・
セ

ラ

ー

ズ

(
「
法

廷
」

主

席

検

事

)
ほ

か

、
討
論

1
5
0

0
円

並

催

…
V
A

W
W

l
N
E

T

J

a
p
a

n
唇
&

隙
03

・
5

3

3
7

・
4
0

8
8

5
月

18
日
劃

◆
北
京
J
A
C
第
7
回
全

国
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
に
む
け
て

の
プ
レ
学
習
会

「ク
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
と
女
性
ー
人
権
、

共
生
、平
和

へ
の
新
た

な
と

り
く
み
」

13
時
30
分

岡
山
圏
際
交

流

セ

ン
タ
ー

清
水

澄
～

(
日
本
婦
人
会
議
常
任
顧
問
)

講
演
と
意
見
交
換

5
0

0
円

主
催
…
世
界
女
性
会

議
岡
山
連
絡
会
且
&
剛
0
8

6
●9
4
3
●1
3
1
8

綜
購
「座
一

◆
市
川
房
枝
政
治
参
画
セ

ン
タ
ー

」
9
ー

、㌧

2
」

骨

4
～
1
ー
丘
㌧
ー
ナ

餌

選
会
館

(
J
R

・
新
宿
駅
南

口
)

A
α
候
補
を
志
す
人

と
支
援
各
ロ
全
8
回

・
9
万

3
0
0
0
円
[
・
8
地
方
議
員

と
支
援
者

・
全
5
回

5
々

7
0
0
0
円
十
申
込
金
各
i

万
円

問
合
せ
…
財
南
川
.場

枝
記
念
会
8
03

・
3
3
7
0

・
0
2
つU
∩6

◆
職
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
5
月
3
日
金
～
5
目
8
各

目
10
時

本
郷
会
計
塾

(
J

R

・
新
宿
駅
酉
口
、
新
宿

エ

ル
タ
ワ
ー
22
F
)

女
性
の

キ

ャ
リ
ア
支
援
の
フ
ロ
を
め

ざ
す

5
万
円

問
合
せ
…

女
性
と
仕
事
研
究
所
費
03

・

3
4
5
1

。
4
1
4
1

◆
思
春
期
力
ウ
ン
セ
ラ
ー

養
成
講
座

5
月
10
日
叙
～
7
月
26
目

毎
金
曜
日
10
時

・
全
12
回

東
医
健
保
会
館

(
J
R

∴
信

濃
町
駅
5
分
)

3
万
6
0

0
0
円

†
入
会
金
1
万
円

問
合
せ
…
占
少
年
健
康
セ

ン

タ
i
面
03

・
3
9
4
7

・
7

ρ0
9σ
ρb

◆
わ
た
し
ら
し
く
の
ひ
の

び
子
育
て

5
月
9
日
木
～
6
月
6
日

層

10
時

・
全
5
回

10
時

工
ホ
ッ
ク
ーO
r
育
て
と
女

性
の
生
き
方
を
考
え
る
講
座

講
師
…
永
久
ひ
さ
r

(
文

京

学
院
大
)
、八
木

佐
枝

.r

(
～
ど
も
劇
場
)
ほ
か

閤

合
せ
…
同
所
…
唇
03

・
5
9

5
4

・
1
0
1
5

◆
情
報
社
会
と
市
民
的
自

由
の
行
方

5
月
10
日
金
～
7
月
5
目

.隔
週
金
曜
日
13
時
30
分

・
全

5
回

婦
選
会
館

マ

デ

ィ
ア
規
制
3
点
セ

ッ
ト

」
が

意
味
す
る
も
の

(
5
/
10
)

他

講
師
…
桂
敬

.

(東
京

情
報
人
教
授
)

8
0
0
0

円
+
申
込
金
2
0
0
0
円

問
合
せ
…
貯
南
川
房
枝
記
念

会
面
03

・
3
3
7
0

・
0
2

3
8◆
9

・
11
を
希
望
の
日
と

す
る
た
め
に

西
洋
は
な
ぜ

イ
ス
ラ
ー
ム
を
恐
れ
憎
む
の

か
5
き
ー
i
L
～
3
F
3
-

O
f

Eノ
ー
ー

ま
で
第
2
t
曜
日
14
時

・
全

10
回

早
稲
田
奉
仕
園

(地

・
騨
稲
田
駅
5
分
)

2
万

円

問
合
せ
…
軍
稲
田
奉
仕

園
行
03

・
3
2
0
5

・
5
4

0
7

出
が
=げ
で
み
劇
翻
髄
迩
躯
=

4

月

▼

マ
ル
ク

・
シ
ャ
カ
ー
ル

展
20
日
田
～
7
月
7
日
旧
9

時
～
17
時
※
月
曜
休
館

東

泉
都
美
術
館

(
J
R

・
-r
勝

公
園
口
)

ポ
ン
ピ
ト
ー
セ

ン
タ
:
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
家
所

蔵
の
細
彩
約
80
点
て
構
威

三
一三
一三
三

一
般
1
3
0
0
円
、
学
生
l

1
0
0
円

問
合
せ
…
同
展

テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
且
03

・
3
2
3
9

。
5
5
0
0

▼
韓
国
国
立
バ
レ
エ
団
初

来
日
公
演

20
口
謁
18
時

よ

こ
す
か

芸
術
劇
場

「
白
鳥
の
湖
」
▽

24
日
魔
、
25
日
層
共
に
18
時

30
分

東
京
文
化
会
館

(
・ン

ビ
ル
」
▽
28
日
鴬
18
時
、
29

日
鋤
14
時

東
宗
文
化
会
館

「白
鳥
の
湖
」

人
場
料
3

0
0
0
円
か
ら

問
合
せ
…

日
韓
文
化
交
流
協
会
哲
03

・

3
3
3
1

●
4
7
8
4

▼
チ

エ
ー
ホ
フ
研
究
会
チ

エ
ー
ホ
フ
と
ブ
レ
ヒ
ト
」

路
日
印
M
時

・ン
ア
タ
ー

X

(
J
R

・
両
国
駅
3
分
)

講
師
…
牧
原
純

(
チ

ェ
ー

ホ

フ
研
究

家
)、
岩
淵

達
治

(演
出
家

)

5
0
0
円

問

合
せ

…
間
所

低
03

・
5
6

2

44
・
1

1
8

1

▼

出
光

真
子

作
品
展

29
口

囲
～
5

月
12
日

日

ト

キ

・
ア

ー

ト

ス

ベ

ー

ス

(地

・
外

苑
前

費
03

・
3
4

7

9

・
0

3
3

2
)

「
祖

母

・
母

・
娘
」

無
料

「
・6

月

2
日

、
9
日

、
16
日

、
イ

ズ

ー
ジ
フ

ォ
ー
ラ

ム

(渋

谷

質
03

・
5

7
6

6

・
0

1
1

6

)

5

フ

ロ
グ

ラ

ム

レ

し
ヒへ

　

ユ

ロリ
ヒエ

即

-
帥

9
0

0
μ

段
∠
」

せ
…

ス
タ
シ

オ

・
イ

デ
ミ

ッ

日

03
・3

7
2

7
・
5
4
5

4

5

月

▼

ア
ー
ト

フ
リ

ー
マ
ー

ケ

ッ
ト

　

ヨヘ

ユ

モ　

4

卜

i

5
目

日

,
・く

-
目μ

18
時

30
分

新

宿

ハ
ー
ク
タ

ワ
ー

B
1

(
J
R

・
新
宿
駅

南

ロ
ー2
分
)

フ
ロ
、
ア

マ

約
1

0
0
店
が

出
展

問
合

せ
…

同
所

行
03

・
5
3
2

2

。
ρ0
6
4
0
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力
一
時

間

対

応

ネ

ッ
ト

相

談

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
基
本
に
設
備

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
か
ら
５
分

「

埼
玉

」
男
女

共
同

参
画

社
会
づ
く
り
の

総
合
的

な
拠

点
施
設

、
「
埼
玉
県

男
女

共

同
参
画
推

進
セ
ン

タ
ー
（

愛

称

一
Ｗ
・
ｌ
ｔ

ｈ
　

ｙ

Ｏ

Ｕ

さ

い

た

圭
）
」（

井

原

勇

館

（４人分）

200 g

垢個

20ｇ
長
）
が
完
成

、
2
1日
に
オ

ー

プ
ン

す
る

。

場
所
は

、
Ｊ
Ｒ

・
さ
い
た

ま
新
都
心
駅
か
ら
５
分

、
北

与
野
駅
か
ら
６

分
と
い
う
立

地
条
件
は
最
高
の
と
こ
ろ

。

８粒

１片

５本

トリコローノレ

キャベツ

アンチョビ

ブラック・オリーブ

ニンニク

鷹の爪

パ ルミ ジ ャ ーノ ・レジ ャ ー

適宜

大さじ３

ノ

オリーブ油

建
物
は

、
公
立
学
校
共
済
組

合
埼
玉

宿
泊
所
「
ホ
テ
ル

ブ
リ
ラ
ン
チ

武
蔵
野
」
と
の

複

合
施
設
で

、
９

階
の
う
ち

の
３

、
４

階
を
使
用

。
延
床

面

積
3
7
0
0

平

方
片
と
さ

し
て
広

く
は
な
い

が
、
ホ
テ

ル

の

続

き

の

よ

う

な

明

る

く

、
ゆ
っ
た
り
し

た
雰
囲
気

子

卜

廡

舂
キ

ャ
ベ
ツ

を
、
イ

タ

リ
ア
ン
で
味
わ
い
ま

す
。

キ

ャ
ベ
ツ
は

、
軽
く
ホ

イ
ル
す
る
と
甘

味
が
増
し

エ
・
ぢ

″
ず

ス
タ
を
合
わ
せ
ま
す

。

イ
タ
リ
ア
料
理
に

欠
か

せ
な
い
ニ
ン
ニ

ク
と

唐
辛

子

が
、
味
の

深

み

を

増

し

、
ア
ン
チ
ョ

ビ
の
生

臭

さ
も
マ
ス
キ
ン

グ
。
辛
味

が
苦
手
な
人
は

、
ベ
イ
リ

ー

ブ
ス
や

ブ
ラ
ッ
ク

ペ

″

の
設
計
に
な

っ
て
い

る
。

管
理
運
営
は

、
財
団

法
人

い
き
い
き
埼
玉
で

、
「
い
つ

で

も

、
誰
で
も

、
気
軽
に

利

用
で

き

る

施

設
」
を

う
た

い

、
休
館
は
な
ん
と

年
末
年

始
の
６

日
間
と

、
毎
月
１
回

の
施
設
点
検
日
の
み

。
昼
・

夜
に
関
係
な
く

、
ど
の

時
間セ ミ ナ ー 室視聴 覚授 乳 室ト イ レ

パ
ー
の
粗
挽
き
で

代
用
し

ま
し

ょ
う

。

ト

リ
コ

ロ
ー
ル

は

、
マ

カ
ロ
ニ
の
一
種

。
入
手
で

き
な
い
場
合
は

、
一
般
的

な
パ
ス

タ
で

…

。

黔･395^

「
作
り
方
」

①
ト
リ
コ

ロ
ー
ル

は

、

ソ

ー
ス
の

仕
上
が
り
時
間

と

同
じ
に

な
る
よ

う
ゆ
で

上

げ
る
（
Ｉ
％

塩
）
。

②
キ
ャ
ベ
ツ
は

、
大
き

め
の

短
冊
に
切
り

、
サ
ッ

帯
も
同
じ
職

員
数
で

応
対
す

る

。
ま
た

、
県

民
参
画

、
協

力
の
運

営
を
目

指
し

、
す
で

に

サ

ポ

ー
ト

ー
ス

タ

ッ
フ

（

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

）
が
6
0名

登
録
し
て
い
る

。

事
業
内
容
は

、
大

き
く
分

け
て

①
情
報
収

集
・
提
供
②

相
談
③
学
習

・
研
修

④
自
主

活
動
・
交
流
支

援
⑤
調

査
・

研
究
。
特
に
相

談
事
業
に

力

を
入
れ

、
電
話

・
面

接
相
談

の
ほ
か

、
医
師

・
弁
護
士

な

ど
に
よ
る
専
門

相
談

、
Ｄ
Ｖ

問
題
な
ど
の
ク
ル

ー
プ
相
談

・
カ

ウ
ン

セ

リ

ン

グ
に

加

え
、
全
国
で

初
め
て
の
2
4
時

間
対
応
の
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

相
談
を
実
施
す
る

。
「
忙
し

い

人
の
た
め
に

、
時

間
が
空

い

た
時
に

、
気
軽
に
相

談
が

で

き
る
よ
う
に
と
考
え

、
企

画
し

た
も
の
で
す
」
と
い

う

佐
藤
あ
け
み
副
館
長

。

講
座
も

、
女
性
問
題
に
限

ら
ず
、
学
校
教
育
期
か
ら
高

齢
者
、
男
性
の
参
画
に
配

慮

し
た

も
の
な
ど
を
企
画
し

、

利
用

者
の
対
象
を
広

げ
る
と

い

う
。
施
設
の
特
徴
は

、
視
聴
覚

セ
ミ

ナ
ー
室
に
は
映
像

・
音

響

設

備

は

も

と

よ

り

、

難

聴

者

用

の

補

聴

シ
ス

テ

ム

を

導

入

。
５

つ

あ

る
セ

ミ

ナ

ー

室

は

、
ス

ラ

イ

デ

ィ
ン

グ

ウ

ォ

ー

ル

で

仕

切

ら

れ

、

利
用

人

数

に

応

じ

て

仕

切

り

を

外

し

、
部

屋

を

広

げ

る
こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。ま

た

、
高

齢

者

か

ら

乳

児

ま
で

気

持

ち

良

く

使
え

る
よ

う

に

と

、
バ

リ

ア

フ

リ

ー

を

基

本

に

、
多

目

的

ト

イ

レ
（
（

ン

ド

シ

ャ

ワ

ー

が
あ

り

、

人

口

肛

門

、

人

口

膀

胱

造

設

者

に

対

応

で

き

る

設

備

や

ベ

ビ

ー

シ

ー

ト

、
簡

易

ベ

ッ
ド

な

ど

）
、
授

乳

室

な

ど

も

設
置

さ

れ
て

い

る

。

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

イ

ベ

ン

ド
「

こ

こ

か

ら

キ

ッ

ク

オ

フ

ー
・

輝

い

て
2
1

」

「
記

念

対

談

」
口
2
1
日

言

）

1
3 時
3
0
分
　

落

合

恵

子
（
作

家

）
、
鹿

島

敬

言

経

新

聞

社

論

説

委

員

）

「

相

談

事

業

に

関

す

る

講

演

会

」
川

９７
一
日
（

土

）
1
3時
3
0

分
　

川

喜

多

好

恵

（

大

阪

府

立

女

性

総

合

セ

ン

タ

ー
相

談

担

当
コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

）

「

映

画

会
」
目
「

子

ど

も

の

時

間

」
　
2
3日
（

火

）
1
0時

、
1
9

時

。「

百

合

祭

」
　
2
9日

貧

）

1
0 時

、
1
4時

。

「

男

女

共

同

参

画

パ

ネ

ル

」

展

示

日
2
1
日

～
2
9
日

。

｢数｣の世界に誘う紙芝居
子どもたちに楽しく理解させる

日
本
独

自
の
文
化
と
い

わ

れ

、
近

ご
ろ
外
国
で
も

注
目

さ
れ
て

い
る
紙
芝

居
。
「

子

ど
も
た
ち
に
ほ
ん
も
の
の

文

化
を
」
と
紙
芝
居
研
究

も
進

ん
で

い
る

が
、
こ
の
ほ

ど
、

子
ど
も
た
ち
を
「

数
」
の

世

界
に
誘

う
紙
芝
居

が
出

版
さ

れ

、
出
版
記
念
の
会

が
行

わ

れ
た

。

絵
本
で

は
知
識
の
本

が
数

多
く
作
ら
れ
て

い
る

が
、
紙

芝
居
の
世
界
で

は
ま
だ

数
少

な
い
。
し
か
し

、
子
ど
も
た

ち
に
「
数
」
の
世
界
を
理

解

さ
せ

る
の
に
、
紙
芝
居
は

素

晴
ら
し
い
力
を
発
揮
す
る
と

い

う
。

自 作 を 演 じ る 松 井 エ イ コ さ ん

②の「＜いしんぼうのまん
まるおに」１対１対応

こ
の
企
画
の
も
と

は
、
東

京
都
あ
き
る
の
市

・
東
秋
留

小
学
校
の
障
害
児

学
級
担
任

の
杉
山
敏
夫
さ
ん

が
、
手

作

り
紙
芝
居
で

算
数

を
教
え

た

実

践

が

も
と

に

な

っ
て

い

る
。
障
害
児
は

、
算
数
が
苦

手
と
言
わ
れ
て

い
る

が
、
杉

山
先
生
の
紙
芝
居
で

、
子
ど

も
た
ち
は
算
数

が
大
好

き
に

な
り
、
算
数
の
理

解
も

飛
躍

的
に
伸
び
た
と
い

う
。

こ

れ
を
聞
い
た

、
紙
芝

居

を
多
く
出
版
し
て

い
る
出

版

社
・
童
心
社
は
市
販
し
た
い

と

考
え

た
が

、
杉
山
先

生
の

紙
芝
居
は
あ
く
ま
で
教

材
。

物
語
性
を
加
え

、
全
て

の
子

④の「まほうのことばるる
るのる」４の合成と分解

５
巻
セ
。
卜
の
紙
芝
居
『
か
ず
と

か
た
ち
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
か
ら

ど

も

達

が
楽

し

め

る

、

算

数

紙

芝

居

を
作

れ

な
い

か

と

考

え

た

。
作

者

に

選

ば

れ

た
の

は

、

壁

画

作

家

で

紙

芝

居
に

も

興

味

を

も

っ
て

い

る

松
井

エ

イ

コ

さ

ん

。

実
際

に

紙

芝

居

を

描

く

の

は

初

め

て

で

、

２

年

半

に

わ

た

り

研

究
し

、

企

画

を

練

り

、
よ

う

や

く
こ

の

ほ

ど

「
か

ず
と

か

た

ち

の

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー
」

５

巻

の

紙

芝

居

が

完

成

し

た

。

算

数

の

基

礎

で

あ

る

「

形

」

と

「
数

」

の

原

則

を

楽

し

く

ド

ラ

マ

仕

立

て

に

し

た

も

の

。
シ

ン

プ
ル

で

美

し

い

絵

と

物

語

。
参

加

し

た

現

場

の

先

生

た

ち

も

歓

声

を

あ

げ

「

お

も

し

ろ

か

っ

た

ね

」

「

よ

か

っ

た

ね

」
。
障

害

児

学

級

だ

け
で

な

く

、
保

育

園

や

小

学

校

低

学

年

の

子

ど

も

た

ち

に

見

せ

た

い

、
と

語

り

合

っ
て

い

た

。

『
か

ず
と

か

た

ち

の

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

』
５

巻

セ

ッ

ト

で

7
2
0
0

円

、
童

心

社

啻
0
3

・
３

３

５

７

・
4
1
8
1

冖
一
　
　

．・
’
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川

柳

を

募

集

「
七
夕

」
が
テ

ー

マ

入
賞
作
品
に
は

豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
宿

パ

ー

ク

タ
ワ

ー
で

は

、
「

七
夕
」
を
テ

ー
マ
に

し
た
川

柳
を
募
集
中
。
「
七

夕
」
に
ち

な
ん
だ
思
い
や
エ

ピ

ソ

ー

ド

、

願

い

事

を

川

柳

で

表

現

す

る

。

入

賞

作

品

「

グ

ラ

ン

プ

リ

」

１

名

に

ホ

テ

ル

只

Ｉ

ク
「

イ

ア

″

卜

東

京

」

朝

食

付

き

ペ

ア

宿

泊

券

（

６

万

円

相

当

）
、
「

準

グ

ラ

ン

プ

リ

」

３

名

に

「

ザ

ー
コ

ン

ラ

ン

シ

ョ

ッ

プ

ギ

フ

ト

券

」（

２

万

円

相

当

）
、「

佳

作

」
1
0

名

に
「

パ

ー

ク

タ

ワ

ー

ア

ベ

ニ

ュ

ー

ギ

フ

ト

券

」（
５

千

円

相

当

）
。

応

募

は

、

川

柳

作

品

、

氏

名

（

ふ

り

が

な

）
、
ペ

ン

ネ

ー

ム

（

希

望

者

の

み

）
、
年

齢

、

住

所

、

電

話

番

号

、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

を

書

き

、

干

１

６

３

－
1
0
5
3

新

宿

区

西

新

宿

３
－

７

－

１

新

宿

パ

ー

ク

タ

ワ

ー
1
3

階
　

墓

只

ガ

ス

都

市

開

発

株

式

会

社

「

新

宿

パ

ー

ク

タ

ワ

ー

川

柳

」

係

。

圭

た

は

、
ｅ

―
m
a
i
l
　
:

ｋ
ｏ
ｕ
ｈ
ｏ
ｕ

＠

ｔｇ
ｕ
ｄ
.ｃ
ｏ
.
ｊｐ

応

募

点

数

に

制

限

は

な

い

。

５

月
1
5

日

ま

で

。
本社:東京都港区元赤坂1-2-7〒107-8388

カ
タ
ロ
グ
頒
布
を
開
始

「
ユ

ニ
セ
フ

ー
カ

ー
ド
＆

ギ
フ
ト
」

助
日

本
ユ

ニ
セ
フ

協
会
は

４

月
、
「
2
0
0
2

年
ユ
ニ

セ
フ

ー
カ
ー
ド
と
ギ
フ
ト
舂

甘
味
、歯
ご
た
え
生
か
す

と

ゆ
で

る
。

③
ア
ン
チ

ョ
ビ
と
ニ
ン

ニ

ク

は

、
粗
み

じ

ん

切

に
し

、
４

切
れ
に
す
る

。

④
フ
ラ
イ

パ
ン
に
オ
リ

ー
ブ
油
、
ニ
ン

ニ
ク

、
詆

の
爪

、
ア
ン
チ

ョ
ビ
を
熱

し

、
香
び
が
立
っ
て

き
た

ら

、
塩
を
加
え

、
ゆ
で

た

ト
リ
コ

ロ
ー
ル

を
加
え
、

ゆ
で

汁
5
0∝
を

加

え

炒

め

、
オ
リ

ー
ブ
、
キ
ャ
ベ

⑤
器
に

盛
り
、
ヨ

だ
パ
ル
ミ

ジ
ャ
ー
ノ

・

（
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ

ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料

理
指
導
・
園
田
匕
口
子
）

・
夏
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

」
の
カ

タ
ロ
グ
頒
布
を
開
始

。

絵
皿

、
バ
ッ
ク
、
カ
ー
ド

な
ど
7
6
種
類
、
9
1ア

イ
テ

ム

だ

。ユ

ニ
セ
フ

「
世
界
の
絵
皿

シ
リ

ー
ズ
」
に
は
、
現
在

、

ユ
ニ
セ
フ

が
「
ユ

ニ
セ
フ

バ
ッ

ク

ー
ト

ゥ
ー
・
ス
ク

ー

ル

ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

」
を
展

世 界 の 絵 皿 シ リ ー ズ

開
中
の
ア
フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

の

少
女

を
あ
し
ら

っ
た
絵
皿
が

仲
間
入
り

。

ま

た
、
0
0年
か

ら
頒
布
し

た
Ｆ

’上
Ｆ
Ａ
と
の

共
同
開
発

製
品

は
大

好
評
で

、
今
回
の

カ

タ
ロ
グ
で
は

新
た
な
ラ

イ
Ｆ ＩＦＡと共同開発した特
別限定品

ン

ア

″
プ
で

紹

介

。

ユ

ニ

セ

フ

ー
プ

ロ

ダ

ク

ツ

事

業

は

、

定

価

の

約
5
0
パ

ー

セ

ン

ト

が

現

地

活

動

資

金

等

と

し

て

、
１

６

２

力

国
・
地

域

で

役

立

て

ら

れ
て

い

る

。

※

製

品

は

、

メ

ー
ル

オ

ー

ダ

ー

（
カ

タ

ロ

グ

請

求

啻
0
3

・
3
5
9
0

一
3
0
3
0

）

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ
ト

ｈ
ｔ
ｔｐ
　
　
／

w
w
.
 ｕ
ｎ
ｉｃ
ｅ
ｆ
. ｏ
ｒ
.
 ｊ
ｐ

ユ

ニ

セ

フ
（

ウ
ス

内

の

「
カ

ー

ド

＆

ギ
フ

ト

」

シ

ョ

ッ

プ

（
｛
J
0
3・
５

７

８

９

・
2
0

3
8

｝
で

。

「

Ｄ

Ｖ

あ

な

た

自

身

を

抱

き

し

め

て

」

ア
メ
リ
カ
の
被
害
者
・

加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
囗
の
り
こ
　
著

Ｄ
Ｖ
（

ド
メ
ス
テ

ィ

″
ク

・

バ
イ

オ
レ
ン
ス

）
と
い
う

の
は

、
男
性
か
ら
親
密
な
関

係
に

あ
る
女

性
へ
向
け
ら
れ

た
暴
力
の
こ
と
で

あ
る
。
著

者
は

、
Ｄ
Ｖ
の

起
こ

る
背
景

と
し
て

、
家
父

長
制
や
男
尊

女

卑
思
想
が
歴
史
と
し
て

続

い
て

い
る
こ

と
を
あ
げ
、
2
5

年
以
上
の

実
績
を
持
つ
ア

メ

リ
カ
の
Ｄ
Ｖ

防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
示
し

な
が
ら
、
日

本
に

お
け
る

今
後
の

対
策
も
語
っ

て
い
る

。

ア
メ
リ

カ
で

は
圭
ず
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者
の

緊
急
避
難
所
づ

く
り
か
ら

始
め
ら
れ
た
が

、

配
偶

者
間
で

あ
っ
て

も
暴
力

は
犯
罪
で

あ
る
と

法
制
化
さ

れ
た
こ
と
で

、
加
害
者
の
逮

捕

も
で

き

る
よ

う

に

な

っ

た

。
裁
判

所
の

命
令
で

、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン

グ
機

関
で
の

加

害
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
さ

せ

る

こ

と

も

行

わ

れ
て

い

る

。ま
た

、
被
害
者

が
逃
げ
回

り

、
加
害
者
が
家
で

普
通
に

生
活
で

き
る
の
は

お
か
し

い

と
い

う
考
え
か
ら

、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
「

男
の
家

」
が
紹
介

さ
れ
て
い

る
。
Ｄ
Ｖ

は
男
性

の

問
題

な
の

だ
か

ら
、
加
害

者
の

男
性

を
集
め
て

共
同
生

活
を

さ
せ

、
そ
こ
か

ら
職
場

に
通

っ
て

妻
や
子
に

金
を
送

り
続
け
る

。
通
勤
以

外
の

外

出
は

許
さ
れ
ず
、
夜
は
暴
力

の
サ
イ
ク
ル

を
打
ち

破
る
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ
ム
に

参
加
さ

せ

る
と
い

う
も
の
で

、
男
性

た
ち

が
変

わ
っ
た

と
報
告
さ

れ
て

い
る

。

日
本
で
は
2
0
0
1

年
に

Ｄ

Ｖ
防
止
法

が
施
行
さ
れ
た

１００年をつくる会社

が

、
３
年

後
の

見
直
し

に
、

本
書
に
あ
る
外
国
の

例
は
参

考

に

な

る

も

の

が

多
い

。

（
陽
）

（
梨
の
木

舎
　

本
体
1
7
0

0
円
）
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